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STAFF
スタッフ ロックダウン世代で、

いいじゃん。
～コロナ禍で若者をノックアウトするな～

社会人

大学生

スペシャルトーク

※ロックダウン世代とは、新型コロナウイルスの影響で、教育や就職の機会、収入を失うなどの不利益を受ける可能性のある若い世代。国際労働機関(ILO)が報告書で使用した言葉。

T A L K
EVENT
REPORT

●山田 武 教授　●常見 陽平 准教授

国際教養学部
トークイベント
プロジェクト
メンバー

1年生
●岩倉 桃代　●岩澤 有那　●大森 千聖　●工藤 瑞稀

2年生
●佐々木 陽菜

3年生
●浅川 真由　●荒 美沙紀　●宇貫 和奏　●大江 祐介
●﨑野 文太　●中尾 駿斗

教員

「ロックダウン世代」※という言葉も生まれ、大学生は今までのようにキャンパスに通うこともできず、新入社員

はいきなりリモートワークを経験するなど、将来にも不安を抱いています。もちろん、大学だけでなく、企業、家庭

の様々なルールや枠組みも変化しています。本トークイベントでは、「ロックダウン世代」の若者が希望を持つに

はどうすればいいのか？という問いについて、河崎環氏(コラムニスト)、税所篤快氏(社会起業家)、高橋晋平氏

(おもちゃ開発者)、古田大輔氏(ジャーナリスト)という多彩な4名のゲストスピーカーを招いてポジティブな変

化を議論し、建設的な提案を行いました。

新型コロナウイルスショックにより、大学生の未来はどう変わるのか？

千葉商科大学 国際教養学部主催

ロックダウン
世代で、
いいじゃん。

国際教養学部



EVENT
OVERVIEW
イベント概要 ロックダウン世代で、

いいじゃん。
～コロナ禍で若者をノックアウトするな～

「コロナによって、自分を解き放つ」

「人の視線」のために嘘をつくのはダサいと気づいた

デジタル・ネイティブ世代の逆襲に期待

登壇者プロフィールSPEAKER PROFILE

1973年京都生まれ神奈川育ち。

慶應義塾大学総合政策学部卒。子

育て、政治経済、時事、カルチャー

など多岐に渡る分野で記事・コラ

ム連載執筆を続ける。欧州２カ国

（スイス、英国）での暮らしを経て

帰国後、Webメディア、新聞雑誌、

企業オウンドメディア、政府広報誌

など多数寄稿。2019年より立教

大学社会学部兼任講師。社会人女

子と中学生男子の母。著書に『女

子の生き様は顔に出る』、『オタク

中年女子のすすめ #40女よ大志

を抱け』（いずれもプレジデント

社）。

河崎 環
ライター、コラムニスト

2004年株式会社バンダイに入社

し、国内外累計335万個を発売し

第１回日本おもちゃ大賞を受賞し

た「∞（むげん）プチプチ」をはじ

め、50点以上のおもちゃの企画開

発に携わる。2014年に独立し、株

式会社ウサギを設立。最近開発に

携わった商品は、遊ぶとイライラ

が減っていく「アンガーマネジメン

トゲーム」、遠隔で鳩を鳴かせて想

いを届ける鳩時計「OQTA」など。

全国での講演活動やオンラインセ

ミナーなどでも幅広く活動中。

Twitterは
https://twitter.com/simpeiidea

高橋 晋平
株式会社ウサギ代表取締役／
おもちゃクリエーター

1989年生まれ、東京都足立区出
身。早稲田大学教育学部卒業、英
ロンドン大学教育研究所(IOE)準
修士。19歳で失恋と1冊の本を
きっかけにバングラデシュへ。同
国初の映像教育であるe-Educa-
tionプロジェクトを立ち上げ、最貧
の村から国内最高峰ダッカ大学に
10年連続で合格者を輩出する。同
モデルは米国・世界銀行のイノ
ベーション・コンペティションで最
優秀賞を受賞。五大陸ドラゴン桜
を掲げ、14ヵ国で活動。未承認国
家ソマリランドでは過激派青年の
暗殺予告を受け、ロンドンへ亡命。
現在、リクルートマーケティング
パートナーズに勤務、スタディサプ
リに参画。同社では珍しい1年間
の育児休業を取得した。著書に『前
へ! 前へ! 前へ! 』 (木楽舎)、『「最
高の授業」を、世界の果てまで届け
よう』(飛鳥新社)、『突破力と無力』
(日経BP)など多数。

税所 篤快
国際教育支援NPO 
e-Education創業者

福岡生まれ、早稲田大政経学部卒。
2002年朝日新聞入社。社会部、
アジア総局、シンガポール支局長
などを経て帰国し、デジタル版編
集を担当。2015年10月に退社し、
BuzzFeed Japan創刊編集長に就
任。ニュースからエンターテイメン
トまで、記事・動画・ソーシャルメ
ディアなどを組み合わせて急成長
し、国内有数のネットメディアに。
2019年6月に独立し、株式会社
メディアコラボを設立して代表取
締役に就任。2020年１１月より
Google News Labティーチング
フェロー。ジャーナリスト/メディア
コンサルタントとして活動してい
る。その他の主な役職として、イン
ターネットメディア協会理事、ファ
クトチェック・イニシアティブ理事、
Online News Association Japan
オーガナイザー、早稲田大院政治
学研究科非常勤講師など。共著に
「フェイクと憎悪」など。

古田 大輔
ジャーナリスト／
メディアコラボ代表

しろ感謝をしています。

―自分が今、大学２・３年生だったら何をしますか？

河崎：若いが故に、コロナに対してフィジカルな恐

怖を抱かないから好きなだけ会いたい人に会いに

いきますよね。色々な人の話を聞きに行くだろう

し、ソーシャルディスタンスを保ちながら飲みに行

き、立場や垣根をこえて話していると思います。大

学生であるという、自由な時間を全力でエンジョイ

すると思いますよ。

―コロナの前も10年刻みくらいで大きな転換が

来ていますね。

河崎：先日、Abema TVの有名プロデューサーさん

と恋愛リアリティショーについて話したんです。こう

いう番組自体は1999年の「あいのり」から続いて

いますよね。そこから、「テラハ（テラスハウス）」に

変わる頃はSNSへのシフトが起こりました。SNSを

巻き込んだ展開に番組が変わっていったと。常識

なんていくらでも変わるんだ、って思いますよね。

今回のコロナでも価値観軸みたいなものも変わっ

てくるから、例えば「かっこいい」という評価の基準

も変わってくるので、女の子の世界とかもリセット

されてきて、男子にうけるようなメイクとかではな

くみんな好きな格好するんだろうなと思いますね。

わかりやすい意味でも、「かっこいい」が変わるん

だろうなと。

―最近の関心事は何ですか？

河崎：今年の5月にすべてのウェブメディアが過去

最高のPV数を叩き出していましたよね。その後、

ウェブメディアから離れた人が、今、何をスマホで

見ているのかが気になります。可処分時間がウェブ

メディアなどの早く不安を払拭してくれる情報を流

すところに一旦、固まった後、また広がりましたよ

ね。その経緯で、今、何に広がっているかを見ていく

ことは、アフターコロナの流れを見ることにおいて

重要ですね。

―新型コロナウイルスショックにより、河崎さんは

どのように変化しましたか？

河崎環さん(以下、河崎)：ファッションとライフスタ

イルを大きく変えましたね。新型コロナウイルス

ショックの直前にフジテレビの「とくダネ！」に出演

するようになり、テレビの画面上で自分を見るよう

になりました。それまで私、髪を伸ばしていたので

すよ。そのほうが柔らかくて良い人そうに見える

かなって。でも、私の人生は、ほぼショートヘアだっ

たんですね。それまで目をつぶっていた、似合って

いない自分に驚くと同時に、思ったんです。人のた

めとか見栄えのためにウソをつく自分がダサい

なって。そういうことがコロナで一切、嫌になりま

した。自粛期間中って、家に引きこもっているか、

いっそ地上波のテレビに出るかの両極端しかな

かったんです（笑）。人の意見を気にしたり流される

ことがなくなったから、自分に正直になろう、好き

勝手にやろうと思いました。

―色々な自由を奪われているようで、むしろコロ

ナで解き放たれたと。

河崎：仕事面でいうと、自分の書くものでも人の顔

色を伺うことをやめようと思いましたね。

4月頃に安倍昭恵さんについて批判的な記事を書

いたのですよ。それまでは「女性の味方」の私が女

性を批判すると女性ファンが傷つくから止めよ

う、って思っていたんですよ。筆の力って剣よりも強

いからひょっとしたら書かれた人は傷つくかもし

れないけど、これは言わなくてはと思い、原稿を書

きました。自分の中のストッパーが外れたんです

ね。ご本人から「お会いしたい」というメッセージ

が来ましたよ。結局、会わなかったのですけどね。

緊急事態宣言のときも、自分と向き合う時間がや

たらとあったので、いろんな感情や考えが研ぎ澄

まされ洗練されていくところがあって、あれはあれ

で、すごく良い2、3か月だったんだなと思います。む

最近のEDMの世界では、キーボードやギターなど

の楽器を弾けなくても、MIDIパッドで入力し、音を

作れるじゃないですか。ピアノの音階を知らなくて

も、弾けなくても、音楽が奏でられて、なおかつ、

かっこいいものも作れてしまうことに驚きました。

こういうことも含めて、デジタル・ネイティブ世代に

勝てないという感覚に陥りましたね。

―最後に今回のトークイベントにかける意

気込みを

河崎：様々な立場の人達が集まって、アフターコロ

ナについて見解をすり合わせ、現時点での個々人

の「暫定解」を見る事ができる、価値あるイベント

だと思いました。どうぞよろしくおねがいします。

―これから起こるポジティブな変化にはどんなこ

とがあると思いますか？

河崎：デジタル・ネイティブ世代が起こしていく逆

襲に期待しています。逆襲は意図的ではなく、上の

世代よりも圧倒的に高いスキルを持った世代の人

が技術的に上の世代を駆逐していくのだろうと感

じますね。彼らは、情報量が昔とは違うため、勉強

量も増えています。

今どきの高校生バンドが上手いという現象にも世

代、時代の違いを見ることができます。世界の最高

のプレイをYouTubeでチェックできますし、いい機

材を昔よりも安価に手に入れることができますし、

技術が高いと感じますね。その環境に育った人に

勝てるわけがないと思います。

多数の連載を抱える上、フ

ジテレビの「とくダネ！」でもコ

メンテーターを務めるコラム

ニストの河崎環さん。新型コロ

ナウイルスショックで何が変

化したのか。2児の母でもある

彼女が、ロックダウン世代に期

待することとは何か？

河崎 環
ライター、コラムニスト

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直

いま、自分が学生だったら何に取り組むか／コロナにより生まれた前向きな変化とは／

働き方はどう変わるか？／就活はどう変わるか？／

ロックダウン世代はかわいそうな世代なのか？／メディアは変わることができるか？／

SDGsにどう取り組むか？／これからの時代を生き抜くためのポイントとは？
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EVENT
OVERVIEW
イベント概要 ロックダウン世代で、

いいじゃん。
～コロナ禍で若者をノックアウトするな～

「コロナによって、自分を解き放つ」

「人の視線」のために嘘をつくのはダサいと気づいた

デジタル・ネイティブ世代の逆襲に期待

登壇者プロフィールSPEAKER PROFILE

1973年京都生まれ神奈川育ち。

慶應義塾大学総合政策学部卒。子

育て、政治経済、時事、カルチャー

など多岐に渡る分野で記事・コラ

ム連載執筆を続ける。欧州２カ国

（スイス、英国）での暮らしを経て

帰国後、Webメディア、新聞雑誌、

企業オウンドメディア、政府広報誌

など多数寄稿。2019年より立教

大学社会学部兼任講師。社会人女

子と中学生男子の母。著書に『女

子の生き様は顔に出る』、『オタク

中年女子のすすめ #40女よ大志

を抱け』（いずれもプレジデント

社）。

河崎 環
ライター、コラムニスト

2004年株式会社バンダイに入社

し、国内外累計335万個を発売し

第１回日本おもちゃ大賞を受賞し

た「∞（むげん）プチプチ」をはじ

め、50点以上のおもちゃの企画開

発に携わる。2014年に独立し、株

式会社ウサギを設立。最近開発に

携わった商品は、遊ぶとイライラ

が減っていく「アンガーマネジメン

トゲーム」、遠隔で鳩を鳴かせて想

いを届ける鳩時計「OQTA」など。

全国での講演活動やオンラインセ

ミナーなどでも幅広く活動中。

Twitterは
https://twitter.com/simpeiidea

高橋 晋平
株式会社ウサギ代表取締役／
おもちゃクリエーター

1989年生まれ、東京都足立区出
身。早稲田大学教育学部卒業、英
ロンドン大学教育研究所(IOE)準
修士。19歳で失恋と1冊の本を
きっかけにバングラデシュへ。同
国初の映像教育であるe-Educa-
tionプロジェクトを立ち上げ、最貧
の村から国内最高峰ダッカ大学に
10年連続で合格者を輩出する。同
モデルは米国・世界銀行のイノ
ベーション・コンペティションで最
優秀賞を受賞。五大陸ドラゴン桜
を掲げ、14ヵ国で活動。未承認国
家ソマリランドでは過激派青年の
暗殺予告を受け、ロンドンへ亡命。
現在、リクルートマーケティング
パートナーズに勤務、スタディサプ
リに参画。同社では珍しい1年間
の育児休業を取得した。著書に『前
へ! 前へ! 前へ! 』 (木楽舎)、『「最
高の授業」を、世界の果てまで届け
よう』(飛鳥新社)、『突破力と無力』
(日経BP)など多数。

税所 篤快
国際教育支援NPO 
e-Education創業者

福岡生まれ、早稲田大政経学部卒。
2002年朝日新聞入社。社会部、
アジア総局、シンガポール支局長
などを経て帰国し、デジタル版編
集を担当。2015年10月に退社し、
BuzzFeed Japan創刊編集長に就
任。ニュースからエンターテイメン
トまで、記事・動画・ソーシャルメ
ディアなどを組み合わせて急成長
し、国内有数のネットメディアに。
2019年6月に独立し、株式会社
メディアコラボを設立して代表取
締役に就任。2020年１１月より
Google News Labティーチング
フェロー。ジャーナリスト/メディア
コンサルタントとして活動してい
る。その他の主な役職として、イン
ターネットメディア協会理事、ファ
クトチェック・イニシアティブ理事、
Online News Association Japan
オーガナイザー、早稲田大院政治
学研究科非常勤講師など。共著に
「フェイクと憎悪」など。

古田 大輔
ジャーナリスト／
メディアコラボ代表

しろ感謝をしています。

―自分が今、大学２・３年生だったら何をしますか？

河崎：若いが故に、コロナに対してフィジカルな恐

怖を抱かないから好きなだけ会いたい人に会いに

いきますよね。色々な人の話を聞きに行くだろう

し、ソーシャルディスタンスを保ちながら飲みに行

き、立場や垣根をこえて話していると思います。大

学生であるという、自由な時間を全力でエンジョイ

すると思いますよ。

―コロナの前も10年刻みくらいで大きな転換が

来ていますね。

河崎：先日、Abema TVの有名プロデューサーさん

と恋愛リアリティショーについて話したんです。こう

いう番組自体は1999年の「あいのり」から続いて

いますよね。そこから、「テラハ（テラスハウス）」に

変わる頃はSNSへのシフトが起こりました。SNSを

巻き込んだ展開に番組が変わっていったと。常識

なんていくらでも変わるんだ、って思いますよね。

今回のコロナでも価値観軸みたいなものも変わっ

てくるから、例えば「かっこいい」という評価の基準

も変わってくるので、女の子の世界とかもリセット

されてきて、男子にうけるようなメイクとかではな

くみんな好きな格好するんだろうなと思いますね。

わかりやすい意味でも、「かっこいい」が変わるん

だろうなと。

―最近の関心事は何ですか？

河崎：今年の5月にすべてのウェブメディアが過去

最高のPV数を叩き出していましたよね。その後、

ウェブメディアから離れた人が、今、何をスマホで

見ているのかが気になります。可処分時間がウェブ

メディアなどの早く不安を払拭してくれる情報を流

すところに一旦、固まった後、また広がりましたよ

ね。その経緯で、今、何に広がっているかを見ていく

ことは、アフターコロナの流れを見ることにおいて

重要ですね。

―新型コロナウイルスショックにより、河崎さんは

どのように変化しましたか？

河崎環さん(以下、河崎)：ファッションとライフスタ

イルを大きく変えましたね。新型コロナウイルス

ショックの直前にフジテレビの「とくダネ！」に出演

するようになり、テレビの画面上で自分を見るよう

になりました。それまで私、髪を伸ばしていたので

すよ。そのほうが柔らかくて良い人そうに見える

かなって。でも、私の人生は、ほぼショートヘアだっ

たんですね。それまで目をつぶっていた、似合って

いない自分に驚くと同時に、思ったんです。人のた

めとか見栄えのためにウソをつく自分がダサい

なって。そういうことがコロナで一切、嫌になりま

した。自粛期間中って、家に引きこもっているか、

いっそ地上波のテレビに出るかの両極端しかな

かったんです（笑）。人の意見を気にしたり流される

ことがなくなったから、自分に正直になろう、好き

勝手にやろうと思いました。

―色々な自由を奪われているようで、むしろコロ

ナで解き放たれたと。

河崎：仕事面でいうと、自分の書くものでも人の顔

色を伺うことをやめようと思いましたね。

4月頃に安倍昭恵さんについて批判的な記事を書

いたのですよ。それまでは「女性の味方」の私が女

性を批判すると女性ファンが傷つくから止めよ

う、って思っていたんですよ。筆の力って剣よりも強

いからひょっとしたら書かれた人は傷つくかもし

れないけど、これは言わなくてはと思い、原稿を書

きました。自分の中のストッパーが外れたんです

ね。ご本人から「お会いしたい」というメッセージ

が来ましたよ。結局、会わなかったのですけどね。

緊急事態宣言のときも、自分と向き合う時間がや

たらとあったので、いろんな感情や考えが研ぎ澄

まされ洗練されていくところがあって、あれはあれ

で、すごく良い2、3か月だったんだなと思います。む

最近のEDMの世界では、キーボードやギターなど

の楽器を弾けなくても、MIDIパッドで入力し、音を

作れるじゃないですか。ピアノの音階を知らなくて

も、弾けなくても、音楽が奏でられて、なおかつ、

かっこいいものも作れてしまうことに驚きました。

こういうことも含めて、デジタル・ネイティブ世代に

勝てないという感覚に陥りましたね。

―最後に今回のトークイベントにかける意

気込みを

河崎：様々な立場の人達が集まって、アフターコロ

ナについて見解をすり合わせ、現時点での個々人

の「暫定解」を見る事ができる、価値あるイベント

だと思いました。どうぞよろしくおねがいします。

―これから起こるポジティブな変化にはどんなこ

とがあると思いますか？

河崎：デジタル・ネイティブ世代が起こしていく逆

襲に期待しています。逆襲は意図的ではなく、上の

世代よりも圧倒的に高いスキルを持った世代の人

が技術的に上の世代を駆逐していくのだろうと感

じますね。彼らは、情報量が昔とは違うため、勉強

量も増えています。

今どきの高校生バンドが上手いという現象にも世

代、時代の違いを見ることができます。世界の最高

のプレイをYouTubeでチェックできますし、いい機

材を昔よりも安価に手に入れることができますし、

技術が高いと感じますね。その環境に育った人に

勝てるわけがないと思います。

多数の連載を抱える上、フ

ジテレビの「とくダネ！」でもコ

メンテーターを務めるコラム

ニストの河崎環さん。新型コロ

ナウイルスショックで何が変

化したのか。2児の母でもある

彼女が、ロックダウン世代に期

待することとは何か？

河崎 環
ライター、コラムニスト

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直

いま、自分が学生だったら何に取り組むか／コロナにより生まれた前向きな変化とは／

働き方はどう変わるか？／就活はどう変わるか？／

ロックダウン世代はかわいそうな世代なのか？／メディアは変わることができるか？／

SDGsにどう取り組むか？／これからの時代を生き抜くためのポイントとは？
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「社会と繋がることが健康の第一条件」

社会と繋がることが健康の第一条件

心地良い方法で社会と繋がる

これまでは、発言者が明確になるリアルな場での

会議を推奨していましたが、オンラインの方がむし

ろアイデアが出やすくなる場合があることは大き

な発見でした。

―良いことだらけに聞こえますけど、逆にマイナス

面などはなかったのですか？

高橋：オンラインで講義することに慣れるまでは

「無観客ライブ」状態に戸惑いました。リアルな場で

はジョークを挟んだりすると、参加者から反応があ

ります。そのような対話型だと、緊張せずに講座を

進められますが、オンライン上では参加者の顔が

必ず見えるわけではないし、音声がミュートされて

いるので、お客さんの反応がわからず、焦ることが

よくありました。

ネット空間が殺伐としていることにも問題意識を

もっています。オンラインが中心の生活になったこ

とにより、ネット民のストレス発散の機会がオンラ

イン上でしか得られなくなりました。このことによ

り批判がオンラインに殺到しました。誹謗中傷問題

にも、このご時世が一部影響しているのかもしれ

ません。自分が何かを発言したことにより批判を受

けると怖くなってしまいます。YouTubeなどは、低

評価ボタンがあるだけでも恐怖を感じてしまいま

す。よく言われる「分断」を感じることもありました。

―新型コロナウイルスショックで、高橋晋平さん

の生活、お仕事はどのように変わりましたか？

高橋晋平（以下、高橋）：「社会と繋がることが健康

の第一条件である」ということに気づきました。当

初予定されていた仕事がなくなり、不安な日々を送

りましたが、その後、公私ともにポジティブな変化

が起こりました。

プライベートでの大きな変化は、ずっと疎遠だった

秋田の実家の両親とオンラインビデオ通話をする

ようになったことです。パソコンをプレゼントしま

した。離れていても、繋がるという尊さを感じまし

た。両親との関係を良くしたいとずっと思っていた

ので、これは大きな変化でした。

仕事面では、「オン飲み（オンライン飲み会）」など

「オンライン」という用語が流行り始めたときに、

「最速でZoomで遊べるアナログトイをつくりだす」

ということにこだわり、オンライン専用カードゲー

ムを発売しました。自分が登壇するセミナーも、オ

ンラインなので全国から参加していただけるよう

になりました。

アイデア会議を行うときも、オンライン会議で

Googleの匿名スプレッドシートを使うようにした

ところ、リアルの場では普段発言の少ない人がアイ

デアを出すようになったことも大きな変化ですね。

いと自分を保つことが困難なので、その時ひらめ

いたアイデアをボイスレコーダーで録音していまし

た。当時、SNSがもっと普及していたら、録音したア

イデアを誰かに聞いてもらって、少しでも気が楽に

なったでしょうね。

今は、あえて大勢に知られないようにしバランス

の取れた心地良い方法で社会と繋がることが、現

在のオンライン空間を過ごすためのポイントだと

思っています。

―今後の社会ではどのような変化が起こると思い

ますか？

高橋：人類が新型コロナウイルスを乗り越えた、そ

の先を見据えた仕込みですね。ワクチンが普及し、

新型コロナウイルスがインフルエンザぐらいの位

置づけになったとき、人に会うことができる喜びの

感情が生まれて、リアル空間での需要が高まると予

想しています。そのときに向けたアイデアを今から

練っておくことですね。

近い未来に出現する新しいリアル空間に対応して

いくためにも「社会と繋がることが健康の第一条

件」ということを念頭に置き、心地良いと思う範囲

で社会と繋がり、新たな事業形態を考えることが明

るい未来を築くことになるのではないでしょうか。

イベントで、皆さんと語り合えることを楽しみにし

ております。

―どのようにして、乗り越えましたか？

高橋：大事な点は「心地良い方法で社会と繋がる」

ということですね。プラットフォーム上での人と繋

がり方を考え、オープンな場よりもクローズな場で

繋がることを意識しました。大規模ではなく、小規

模で。「スモールビジネス」に重点を置き、IT企業と

連携して「妄想商品マーケット MouMa」を開発し

ました。一般的に、IT業界ではプラットフォームを

大きくし、多くのユーザーのログを活かした、いわ

ゆるビッグデータ活用がすすめられてきました。し

かし、リアル空間に逃げ場がなくなりオンライン前

提になった今、大きな枠組みの中ではなくとも、同

じ趣味趣向を持つ人だけが集まることによって、心

地良い空間を保つことができます。

このスモールビジネス「妄想商品マーケット 

MouMa」の利点は、巨額の費用を費やさずとも、小

さい枠組みの中で語れる材料を吸収・編集し、参加

者が投稿した内容をPodcastや記事、リアルイベン

トなどのコンテンツにすることによって1つのエン

ターテインメントとして収益にすることが可能であ

ることです。運営側とユーザー側、全員でそれらを

楽しむことで、交流が広がっていきます。

―あえて、オープンではなく、クローズドな、小規模

な世界にいくと。

高橋：会社員時代に体調を崩して寝たきり状態に

なったことがありました。しかし、仕事をしていな
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「日本国内の、地方の魅力に注目する」

コロナで増えた近所付き合い

どこで子供を育てるのか？従来の枠組みを超えて考える

て駆けつけたり、バングラデシュに飛び込んだり。

社会起業家として活躍して、学生時代に書籍もリ

リースしましたね。そんな税所さんが、いま、学生

だったら何をしますか？

税所：もし、学生なら今は海外に行きづらいから

国内の地方で面白いプロジェクトや事業を起こ

している人を探して、「何か出来ることはないか」

と聞きに行く感じですね。学生時代の時から変

わらないです。事業やプロジェクトを起こしてい

る彼ら彼女たちがどんな顔でどんな考えで取り

組んでいるのか。その雰囲気は、現場でしか分か

らないですよね。具体的には、高知県神山町で

今、新しい学校作りの話があるのですね。谷全体

が学校で、町全体で学校と町の境界線もなく学び

の場を作ろうというプロジェクトが始まってい

て、今とても惹かれますね。

―新型コロナウイルスショックによるご自身の

変化について教えてください。

税所篤快(以下、税所)：近所の友達付き合いが増

えました。いま、住んでいるエリアには友達が多

数住んでいるのです。本やDVDを貸し借りした

り、近場の友達との仲がとても良くなって、前より

も付き合いが深くなった感じがしましたね。個人

的にも幸福度は上がりました。

―なるほど、コロナによって人間関係がまるで少

年時代に戻ったような感じなのですね。

税所：自転車で行ける距離の人達との関係があ

ると、落ち着きます。少年時代を、色々思い出しま

したね。出歩くことが困難であるがゆえに、近く

の人と密になりました。

―税所さんは学生時代に、思い立ったらすぐに

行動して、地方の大学の先生に突然、アポをとっ

まず何かするには信頼する人と繋がることが

大事で、その人と話して何か見つけられないか

なと思っています。

―これから起きるポジティブな変化があると

したら何でしょうか？

税所：6月に本を出版したんですけど、いまは本

が売れない現実があるじゃないですか。近所の

友人と連携し、Zoom出版イベントを積極的に

仕掛けてみました。従来、書店にお願いし、人を

集めることが大変だったのが、Zoomの活用で

出版イベントがシンプルに多くの人に関わりを

もってもらい、やり遂げることができました。書

店で行うよりも、Amazonなどですぐに買って

もらうことができました。近所に友人がいるこ

とで、イベントなどの企画、取り組みを早くでき

ました。そして、これから持っていることを活用

し近くの友人と共有し、拡散してもらうことで、

ベストセラーとまでは行かないものの届けた

い人に届けることができ、骨のある作品ができ

るようになると期待しています。確実に売れて、

面白く、感度がある人に届く本の流通ができる

ことを期待しています。

―この講演会にかける意気込みを。

税所：登壇者同志の化学反応で何かが起こる

気がします。よろしくおねがいします。

―最近の関心事は何ですか？

税所：これから5年・10年どこで子育てをした

ら面白いのかに関心があります。今は家族と

様々な場所に出かけています。もし、出かけた

場所に住んだ時にどのような面白い体験がで

きるのだろうという観点で考えています。

長野県の木島平の村で移住体験住宅というも

のがあって、そこで先月、家族と約1週間、生活

しました。学生が町おこし・村おこしを行ってい

る噂を聞きました。行った友人たちがすすめて

いたので、行ってみたいと思ったのがきっかけ

ですね。村に行って、田んぼに囲まれている家

に1泊3000円で宿泊できました。住む場所も

素晴らしく、家の前には家庭農園ができてお

り、そこでトマトを収穫しました。2歳の息子が

トマトの成り方を初めて知り、宿泊した1週間、

収穫を楽しみ、トマトを食べ続けましたね。

このような体験は東京で行うのは難しいです。

このような暮らしに憧れを持っていて実際は

どうなのかに興味があって、地域にいる友人を

訪ね歩いています。

―税所さんや、友人の皆さんが「面白い」と思う

基準は何ですか？

税所：面白いと感じる基準は「地元の人」です

ね。部外者や若者が来ても懐が深く、新しいこ

とを始めることに魅力を感じ、器が大きい人が

いると思います。お金とは違う価値があると、

行った人が言っていて、暮らしの満足感、充実

感がお金に引けをとらないものがあると考え

ますね。

―地域に行く時に、その町の魅力を引き出す行

動などはありますか？

税所：現状だと現地に行って表立って何かを出来

ないから次の旅で見つけようとする感じですが、

学生時代から国内外の興

味のある場所に飛び込み活動

していた社会起業家税所篤快

さんは、海外への渡航が困難

となった今、日本国内の地方

に注目している。新型コロナ

ウイルスショックによる彼の

変化とは？

税所 篤快
国際教育支援NPO 
e-Education創業者

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直

02 03

SPEAKER INTERVIEWSPEAKER INTERVIEW



「社会と繋がることが健康の第一条件」

社会と繋がることが健康の第一条件

心地良い方法で社会と繋がる

これまでは、発言者が明確になるリアルな場での

会議を推奨していましたが、オンラインの方がむし

ろアイデアが出やすくなる場合があることは大き

な発見でした。

―良いことだらけに聞こえますけど、逆にマイナス

面などはなかったのですか？

高橋：オンラインで講義することに慣れるまでは

「無観客ライブ」状態に戸惑いました。リアルな場で

はジョークを挟んだりすると、参加者から反応があ

ります。そのような対話型だと、緊張せずに講座を

進められますが、オンライン上では参加者の顔が

必ず見えるわけではないし、音声がミュートされて

いるので、お客さんの反応がわからず、焦ることが

よくありました。

ネット空間が殺伐としていることにも問題意識を

もっています。オンラインが中心の生活になったこ

とにより、ネット民のストレス発散の機会がオンラ

イン上でしか得られなくなりました。このことによ

り批判がオンラインに殺到しました。誹謗中傷問題

にも、このご時世が一部影響しているのかもしれ

ません。自分が何かを発言したことにより批判を受

けると怖くなってしまいます。YouTubeなどは、低

評価ボタンがあるだけでも恐怖を感じてしまいま

す。よく言われる「分断」を感じることもありました。

―新型コロナウイルスショックで、高橋晋平さん

の生活、お仕事はどのように変わりましたか？

高橋晋平（以下、高橋）：「社会と繋がることが健康

の第一条件である」ということに気づきました。当

初予定されていた仕事がなくなり、不安な日々を送

りましたが、その後、公私ともにポジティブな変化

が起こりました。

プライベートでの大きな変化は、ずっと疎遠だった

秋田の実家の両親とオンラインビデオ通話をする

ようになったことです。パソコンをプレゼントしま

した。離れていても、繋がるという尊さを感じまし

た。両親との関係を良くしたいとずっと思っていた

ので、これは大きな変化でした。

仕事面では、「オン飲み（オンライン飲み会）」など

「オンライン」という用語が流行り始めたときに、

「最速でZoomで遊べるアナログトイをつくりだす」

ということにこだわり、オンライン専用カードゲー

ムを発売しました。自分が登壇するセミナーも、オ

ンラインなので全国から参加していただけるよう

になりました。

アイデア会議を行うときも、オンライン会議で

Googleの匿名スプレッドシートを使うようにした

ところ、リアルの場では普段発言の少ない人がアイ

デアを出すようになったことも大きな変化ですね。

いと自分を保つことが困難なので、その時ひらめ

いたアイデアをボイスレコーダーで録音していまし

た。当時、SNSがもっと普及していたら、録音したア

イデアを誰かに聞いてもらって、少しでも気が楽に

なったでしょうね。

今は、あえて大勢に知られないようにしバランス

の取れた心地良い方法で社会と繋がることが、現

在のオンライン空間を過ごすためのポイントだと

思っています。

―今後の社会ではどのような変化が起こると思い

ますか？

高橋：人類が新型コロナウイルスを乗り越えた、そ

の先を見据えた仕込みですね。ワクチンが普及し、

新型コロナウイルスがインフルエンザぐらいの位

置づけになったとき、人に会うことができる喜びの

感情が生まれて、リアル空間での需要が高まると予

想しています。そのときに向けたアイデアを今から

練っておくことですね。

近い未来に出現する新しいリアル空間に対応して

いくためにも「社会と繋がることが健康の第一条

件」ということを念頭に置き、心地良いと思う範囲

で社会と繋がり、新たな事業形態を考えることが明

るい未来を築くことになるのではないでしょうか。

イベントで、皆さんと語り合えることを楽しみにし

ております。

―どのようにして、乗り越えましたか？

高橋：大事な点は「心地良い方法で社会と繋がる」

ということですね。プラットフォーム上での人と繋

がり方を考え、オープンな場よりもクローズな場で

繋がることを意識しました。大規模ではなく、小規

模で。「スモールビジネス」に重点を置き、IT企業と

連携して「妄想商品マーケット MouMa」を開発し

ました。一般的に、IT業界ではプラットフォームを

大きくし、多くのユーザーのログを活かした、いわ

ゆるビッグデータ活用がすすめられてきました。し

かし、リアル空間に逃げ場がなくなりオンライン前

提になった今、大きな枠組みの中ではなくとも、同

じ趣味趣向を持つ人だけが集まることによって、心

地良い空間を保つことができます。

このスモールビジネス「妄想商品マーケット 

MouMa」の利点は、巨額の費用を費やさずとも、小

さい枠組みの中で語れる材料を吸収・編集し、参加

者が投稿した内容をPodcastや記事、リアルイベン

トなどのコンテンツにすることによって1つのエン

ターテインメントとして収益にすることが可能であ

ることです。運営側とユーザー側、全員でそれらを

楽しむことで、交流が広がっていきます。

―あえて、オープンではなく、クローズドな、小規模

な世界にいくと。

高橋：会社員時代に体調を崩して寝たきり状態に

なったことがありました。しかし、仕事をしていな

株式会社ウサギ代表取締役で
おもちゃクリエーターの高橋晋平
さん。2004年株式会社バンダイに
入社し、国内外累計335万個を発売
し第１回日本おもちゃ大賞を受賞し
た「∞（むげん）プチプチ」をはじめ、
50点以上のおもちゃの企画開発に
携わってきた。2014年に独立し、株
式会社ウサギを設立。最近も、遊ぶ
とイライラが減っていく「アンガー
マネジメントゲーム」、遠隔で鳩を鳴
か せ て 想 い を 届 け る 鳩 時 計
「OQTA」などの開発に携わり、オン
ラインセミナーなども精力的に行っ
ている。新型コロナウイルスショッ
クで変化したこと、これからの生き
方、働き方について話を伺った。

高橋 晋平
株式会社ウサギ代表取締役／
おもちゃクリエーター

「日本国内の、地方の魅力に注目する」

コロナで増えた近所付き合い

どこで子供を育てるのか？従来の枠組みを超えて考える

て駆けつけたり、バングラデシュに飛び込んだり。

社会起業家として活躍して、学生時代に書籍もリ

リースしましたね。そんな税所さんが、いま、学生

だったら何をしますか？

税所：もし、学生なら今は海外に行きづらいから

国内の地方で面白いプロジェクトや事業を起こ

している人を探して、「何か出来ることはないか」

と聞きに行く感じですね。学生時代の時から変

わらないです。事業やプロジェクトを起こしてい

る彼ら彼女たちがどんな顔でどんな考えで取り

組んでいるのか。その雰囲気は、現場でしか分か

らないですよね。具体的には、高知県神山町で

今、新しい学校作りの話があるのですね。谷全体

が学校で、町全体で学校と町の境界線もなく学び

の場を作ろうというプロジェクトが始まってい

て、今とても惹かれますね。

―新型コロナウイルスショックによるご自身の

変化について教えてください。

税所篤快(以下、税所)：近所の友達付き合いが増

えました。いま、住んでいるエリアには友達が多

数住んでいるのです。本やDVDを貸し借りした

り、近場の友達との仲がとても良くなって、前より

も付き合いが深くなった感じがしましたね。個人

的にも幸福度は上がりました。

―なるほど、コロナによって人間関係がまるで少

年時代に戻ったような感じなのですね。

税所：自転車で行ける距離の人達との関係があ

ると、落ち着きます。少年時代を、色々思い出しま

したね。出歩くことが困難であるがゆえに、近く

の人と密になりました。

―税所さんは学生時代に、思い立ったらすぐに

行動して、地方の大学の先生に突然、アポをとっ

まず何かするには信頼する人と繋がることが

大事で、その人と話して何か見つけられないか

なと思っています。

―これから起きるポジティブな変化があると

したら何でしょうか？

税所：6月に本を出版したんですけど、いまは本

が売れない現実があるじゃないですか。近所の

友人と連携し、Zoom出版イベントを積極的に

仕掛けてみました。従来、書店にお願いし、人を

集めることが大変だったのが、Zoomの活用で

出版イベントがシンプルに多くの人に関わりを

もってもらい、やり遂げることができました。書

店で行うよりも、Amazonなどですぐに買って

もらうことができました。近所に友人がいるこ

とで、イベントなどの企画、取り組みを早くでき

ました。そして、これから持っていることを活用

し近くの友人と共有し、拡散してもらうことで、

ベストセラーとまでは行かないものの届けた

い人に届けることができ、骨のある作品ができ

るようになると期待しています。確実に売れて、

面白く、感度がある人に届く本の流通ができる

ことを期待しています。

―この講演会にかける意気込みを。

税所：登壇者同志の化学反応で何かが起こる

気がします。よろしくおねがいします。

―最近の関心事は何ですか？

税所：これから5年・10年どこで子育てをした

ら面白いのかに関心があります。今は家族と

様々な場所に出かけています。もし、出かけた

場所に住んだ時にどのような面白い体験がで

きるのだろうという観点で考えています。

長野県の木島平の村で移住体験住宅というも

のがあって、そこで先月、家族と約1週間、生活

しました。学生が町おこし・村おこしを行ってい

る噂を聞きました。行った友人たちがすすめて

いたので、行ってみたいと思ったのがきっかけ

ですね。村に行って、田んぼに囲まれている家

に1泊3000円で宿泊できました。住む場所も

素晴らしく、家の前には家庭農園ができてお

り、そこでトマトを収穫しました。2歳の息子が

トマトの成り方を初めて知り、宿泊した1週間、

収穫を楽しみ、トマトを食べ続けましたね。

このような体験は東京で行うのは難しいです。

このような暮らしに憧れを持っていて実際は

どうなのかに興味があって、地域にいる友人を

訪ね歩いています。

―税所さんや、友人の皆さんが「面白い」と思う

基準は何ですか？

税所：面白いと感じる基準は「地元の人」です

ね。部外者や若者が来ても懐が深く、新しいこ

とを始めることに魅力を感じ、器が大きい人が

いると思います。お金とは違う価値があると、

行った人が言っていて、暮らしの満足感、充実

感がお金に引けをとらないものがあると考え

ますね。

―地域に行く時に、その町の魅力を引き出す行

動などはありますか？

税所：現状だと現地に行って表立って何かを出来

ないから次の旅で見つけようとする感じですが、

学生時代から国内外の興

味のある場所に飛び込み活動

していた社会起業家税所篤快

さんは、海外への渡航が困難

となった今、日本国内の地方

に注目している。新型コロナ

ウイルスショックによる彼の

変化とは？

税所 篤快
国際教育支援NPO 
e-Education創業者

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直
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「できないことより、できることを考える」 2020年11月11日（水）にオンライン開催されたトークイベント

「ロックダウン世代でいいじゃん！」の模様をダイジェスト版で

お届けする。４人の論者と司会、学生により白熱した議論が展開された。ニュースの摂取量を増やす

学生は何でもできる ロックダウン世代の
学生について思うこと

様々な分野の専門家が情報発信をすることは素晴
らしいですが、専門家ですらいつも正しい情報を発
信しているとは限りません。
例えば、コロナをめぐって多くの医者が情報発信を
していますが、中には他の専門家から見て、信頼性
にかける発言をする人もいます。
学生がニュースと接するのが1日10分間程度だと
すると、それだけの情報で信頼できる情報を得るこ
と、どれが信頼できる情報だと判断する力をつける
ことは可能でしょうか。
たとえば、日本経済新聞は1日に300件以上の
ニュースを発信しています。大切なニュースであるか
らこそ発信しているのです。300件すべてを見るの
は難しいでしょうが、少なくとも10分しかニュース
を見ていないとしたら、世の中の動きの本当にごく
一部しか知ることができていないということをまず
は知っておく必要があるでしょう。
勿論、課題やアルバイトがあり、ハードニュースを読
む時間を確保することは難しいかもしれません。大
切なのは「日々の積み重ね」です。学生の皆さんに
は、情報を簡単に手に入れられるようになった環境
を活用し、根拠がはっきりしない噂話ではなく、発信
源の身元がわかる信頼性がより高い情報や、ファク
トチェック（事実の検証）がされている情報を幅広く
摂取しましょう。

―コロナ禍による、若者にとってのポジティブな変
化があるとしたら何がありますか？
古田：若者だけでなく、社会全体でコロナのダメー
ジは非常に大きいです。家庭の収入が落ちている上
にアルバイトもできず、進学ができない、退学せざる
をえないという話すらあります。
その中でポジティブな変化を見つけるとしたら、オ
ンラインでのコミュニケーションでできることが増
えたこと。そして逆にオンラインが一般的になった
からこそ、改めてオフラインの良さに気づくことが
できることでは。これは若者に限りませんが。
―オンラインでのコミュニケーションが増えること
で気をつけるべきことは？
古田：現代はソーシャルメディアが普及し、簡単に情
報収集ができ、学びの機会がたくさんあるという恵ま
れた環境が、若者に与えられています。一方で、今の学
生達は政治や社会に関連するニュース（ハードニュー
ス）への接触時間が減っていると僕は感じます。
20世紀は情報量が少なく、新聞やテレビなどのマ
スメディアが情報発信をし、影響力を持っていまし
た。しかし、スマートフォンとソーシャルメディアの
普及によって情報をいつでも受発信できる時代が
到来しました。ここで問題となってくるのがいわゆ
る「フェイクニュース」です。誰でも情報発信ができる
ようになり、情報の質の担保は難しくなりました。

「政治」について書きます。ジェネレーションZと言わ
れる今の世代の学生たちは世界的に見れば政治へ
の関心が高いです。例えば香港や台湾、タイでも政
治に関するデモが起こっています。
これら３つの国では「ミルクティーアライアンス（同
盟）」という連帯が存在します。例えば、タイでは今、
学生たちが自分達のデモを「香港スタイル」と呼んで
います。SNSやメッセンジャーを使って、デモの集合
場所など連絡を取り合い、デザイン性に優れた画像
や動画を使って自分たちの思いを表現する。Twitter
のトレンドがデモに関する発信で埋め尽くされるこ
ともある。
このようなことが日本にないことが不思議である
と同時に、自分自身メディアの仕事についているの
で、若者の政治的な関心を高める情報発信ができて
いなかったと痛感しています。BuzzFeed Japanの
編集長時代にはそれに取り組み、将来的には自分
で若者たちにもきちんと伝わるニュースメディアを
作りたいと思っています。
―最後に、このイベントを通じてロックダウン世代
に伝えたいことを教えてください。
時間を大切にしてほしいと思います。大人はお金が
あるけど時間がない。 僕は大学の4年間と卒業後の
1年間、あわせて5年間は、ひたすら、興味の赴くま
まに本を読んだり、行ってみたい場所に行ってみた
り、振り返ると本当に幸せでした。時間だけはありま
したから。
同時に今は経済状況が厳しくなり、そんな余裕はな
いという学生が増えています。苦しい人はまずは色
んな奨学金を探してほしい。そして、学生を助けたい
大人は沢山いるから、学生の特権を生かして声をか
けてほしいと思います。

―コロナ禍で古田さんが学生だったら何をしてい
ましたか？ 
古田：大学生活を4年間と考えたら、コロナの直接
的な影響があるのはたったの4分の１程度です。コ
ロナにだけ標準を合わせて活動をしなくてもいい
んじゃないかと思います。
同時に考えるのは、コロナでオフラインの活動は
減ったけれど、その分、オンラインで活動する時間
をより多く確保できるようになったということです。
私は「できないことより、できること」を考えるので、
インターネットをフル活用するだろうと思います。情
報の受信でも、発信でも。
世界的には3月の時点で、インターネットで人々が
ニュースサイトを見る件数が倍近く増えました。み
んなが信頼できる情報を求めていた。僕が学生だっ
たら、このタイミングで何らかの情報発信を始めて
いたんじゃないかなと思います。そういう団体のイ
ンターンをするのもいいでしょう。 
ニュースメディア関係の仕事に就きたいと言ってい
る学生の相談を受けることがあります。このような
相談を受けた場合、必ずその学生たちに「では今、何
を書いているの」と質問をします。するとたいてい
「何も書いていない」という返答が来るんです。「今で
は情報発信するツールは山ほどあるんだから、書き
たいなら書けばいいじゃん」って思いますよね。
―確かに意外と情報発信をしている学生は少ない
と思います。 
日本では個人でnoteに書いていたり、You Tubeや
Tiktokで情報発信をしていたりする学生はいます
が、海外に比べてニュース的文脈での情報発信をし
ている学生はものすごく少ないと思います。 
―古田さんが学生だったらどのようなテーマを書
きますか？

朝日新聞を経て、BuzzFeed 
Japanの編集長として活躍し、20年
11月からGoogle News Lab 
Teach ing  Fe l lowに就任した
ジャーナリストの古田大輔さん。新
型コロナウイルスショックによる自
身と社会の変化についてお話をお
伺いした。今回、古田さんのインタ
ビューで最も印象的だったことは
「できないことより、できることを」
という言葉である。古田さんは「人
と会うこと」が職業であったため、コ
ロナウイルス感染拡大で会食がなく
なったことにより、人と会う機会が
減少してしまったとのことだった。
しかし、自宅で過ごす時間が増えた
ことをポジティブに捉え、心地良い
空間作りを心掛け、クオリティ・オ
ブ・ライフも向上させた。コロナ禍
の中、ロックダウン世代の若者に何
ができるのか？ヒントはここに。

古田 大輔
ジャーナリスト／メディアコラボ代表
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のですね。私の授業を5人が履修しています

が、実際に来ているのは4人しかいません。

全員女子学生なのですよ。将来、メディア関

連の仕事をしたいという。履修した理由を

聞くと、「とにかく学校に行ける科目を一つ

は受けたかった。学校に行きたかった。外に

出たかった。」と言っていました。女子に関し

ては、コロナに対する恐怖感などは自分た

ちなりの解決ができているのではないかな

と。彼女たちは、自分でどう動くかを決めた

のですよね。

常見：学生たちにアンケートをとったのです

けど、コロナが収束したあと、どのような講

義形式が望ましいかという問いに対して、コ

ロナ後もオンライン講義オンリーと答えた

人は０％だったんですね。

一方で、対面講義中心にしてほしいと言って

いる人が、30％強です。コロナ後もオンライ

ンと対面を使い分けるか、両方参加する講

義スタイルを求めています。対面オンリーを

希望しているわけでもないのですね。教育

関連で社会起業を経験している税所さん

は、今の大学、大学生をどう見ていますか？

ら少ないのは覚悟していました。でもね、世の

中ほら、いつまでもオンライン講義やってるん

だ、それで授業料一緒だなんておかしいんじゃ

ないかと、「学生よ、キャンパスに戻れ」みたい

なことをみんなネットで言ってたじゃないで

すか、夏休み。さぞかし学生がいっぱい来ると

思ったら、キャンパスのある池袋はガラガラ

ですよ。私、このままだったらクビになっちゃ

うんじゃないかってあまりにも不安で、大学に

聞いたんですよ。「履修者たった5人だったん

ですけど」と言ったら「演習タイプの講義の中

で今回16講座が対面授業を表明しました。な

んと半数以上が履修者0で開講できませんで

した。辛うじて開講できた科目も全て一桁で

す。むしろ、開講できてよかったぐらいに思っ

てください」と言われたんです。

常見：どうしてなんですかね？

河崎：履修科目を決める9月末の時点で、学生

たちは周りを見たんだろうなと思います。大学

が全部オンラインに振れているわけでも、対面

に振れているわけでもなかったので、どっちが

より自分に有利か、より自由度が高いか、彼ら

なりに均衡点を探ったのではないかなと思う

常見陽平（以下、常見）：新型コロナウイルス

ショックが世界に影響を与えています。若者に

も多大なる影響があり、「ロックダウン世代」と

いう言葉も世界的に広がりを見せています。日

本においても、大学生やその保護者による学

費返還運動や、対面講義再開を求める声があり

ました。文部科学省でも、対面講義の実施状況

を調査し、発表するという動きがあります。

河崎環（以下、河崎）：私は今日、このイベントの

前に立教大学で講義をしてきました。もともと、

ゼミ形式でマックス24人程度の小さな規模な

のですよ。立教大学はオンラインオンリーだっ

た春学期の方針を改め、秋学期からゼミなどは

対面講義を取り入れることにしました。さて、私

の講義の履修者は何人だったでしょう？

高橋晋平（以下、高橋）：200人ですかね？

河崎：履修登録数、5人です。

一同：えええ！！

常見：フジテレビ系「とくダネ！」に出演してい

る、売れっ子コラム二ストの河崎さんが講義を

するのに、5人！

河崎：いえ私なんてそんないいものじゃないで

すけど、びっくりしましたよ。元々、ゼミ形式だか

では考えられないことです。というのも、自分

は18歳までは秋田にいて、すごくコミュ障でし

た。その後、大学進学で仙台に行き、当時は大

学デビューをしたいと思っていました。そこで

お笑いをしたくて、落語研究会に入ってモテよ

うとしていたんですよ。これをきっかけに、その

後、社会人になってコミュ障が改善された。現

代にも当時の僕のような若者がいると思いま

す。そういう人にとってはこのような状況はき

ついと思います。やっぱり上京してきて大学の

仲間に巻き込まれて、楽しいことから始まると

思うんですよね。だから、自分から動けない人

にとっては、今はきつい状況だと思いますね。

常見：確かに大学は偶発的な出会いが生まれ

る場でもありますね。高橋さん、逆にコミュニ

ケーションが苦手な人にとってハッピーな時

代になっていると思いませんか？

高橋：僕が今の時代に放り込まれたら、なん

となく心地よく感じて、家でものづくりを楽し

んでいたと思いますね。どんな大人になった

かは分からないですが、その時代に対応はし

たと思います。常見先生がおっしゃったよう

な偶発的な出会いは、今はネットでも可能で

す。今まで足の踏み入れたことのない世界に

も入り込むことができると思います。でも、

ネットでのうろつき方がわからない人もいる

と思いますね。

常見：本学2年生の佐々木さんは、当事者とし

てどのように生活が変化しましたか？

佐々木陽菜（以下、佐々木）：心身ともにオンラ

インに浸食されたと思います。現在は週2回

対面講義があります。対面だと友達に会える

し、先生とも話せるからいいですが、講義が再

開した頃は久しぶりだったので疲労感があり

ました。私たち国際教養学部の2年生は本来

留学に行くはずでしたが、コロナの影響で行

けなくなってしまいました。その間を埋める

ために3年生の講義を履修できるようになり

ました。しかし、やはり内容は難しく課題を終

わらせるのに夜中までかかってしまうことが

よくあり、生活リズムが乱れてしまいました。

一方で、交通費が浮いたので経済的に助かっ

たという面もあります。

していた世代です。僕らが学生のときに、今の

学生ほど勉強していたかというと、全然そうい

うことなくて、まだまだ単位が楽勝でとれる時

代でした。危機感はあったものの、「なんとなく

不安だよね」という感じで、そのまま就職活動

に突入する人たちが多かったと感じます。それ

に比べれば、今の学生たちは凄く真面目に頑

張っていると思います。今は新型コロナウイル

スの影響で、学生だけでなく、社会人もみんな

大変な想いをしています。学生たちの間では、

家族の収入がかなり落ち込んでいるとか、本人

もそれでアルバイトで学費を稼いでいたのに、

それもできなくなって、辞めざるをえない。それ

くらい追い込まれている人もいるので、我々大

人としては、ひたすらあたたかく見守り、サポー

トしていくしかないと思います。

常見：大学生像をアップデートしないといけな

いですよね。現在の学生像と、上の世代が語る

学生像がそもそもズレていて、コロナ禍におけ

る大学生活に関する議論もかみ合わないこと

があります。また、菅首相が「自助・共助・公助」

といって、野党やメディアから批判されました。

自分たちだけでなくて、みんなで助け合わなく

てはなりません。

古田：共助・公助もですが、「自助」も僕は大切だ

と思います。僕自身、「ロストジェネレーション

世代」ですが、当時はこの言葉はなく、2007年

に朝日新聞が就職氷河期世代のことを「ロスト

ジェネレーション世代」、略して「ロスジェネ」と

名付け、特集を組んだんです。既に朝日新聞に

いましたけど、「何がロストだよ」と「俺は何も

失ってねえぞ」と思って、非常に腹が立ったんで

すよね。厳しい環境においては、もちろん周り

の人間としてサポートしてあげたいって僕は思

うし、共助したいなとは思うんですよ。ただ、一

方で自分は自分で「助けなんていらない」ぐら

いの気持ちでいないと、かなり厳しいんじゃな

いかという気がします。同時に、本当に困った

時にはすぐに助けを求めて欲しいし、支援の手

が届く。両方大切だと思います。

常見：高橋さんはどうでしょう？

高橋：今の学生は優秀で、器用だと思います。オ

ンラインでもあっという間に交流を広げたり、

人と話すことができるのが素晴らしいし、自分

税所篤快（以下、税所）：いま、留学や海外旅

行ができない状態になっていて、気の毒なので

すが、一方で若者たちは次のアクションを始め

ていますよね。最近、家族で四国の山奥を訪れ

たのですが、その時に出会った大学生はオース

トラリアに留学する予定だったのですが、それ

が駄目になって。その代わりに、コーヒーが好

きなので、これから後期に休学して豆を焙煎す

るビジネスを準備していて。その豆を買って飲

んだのですが、凄く美味しかったです。やっぱ

り、動いている人たちは変わらずに動きを止め

ていません。起業をはじめ、何かに向かって準

備をしている。

常見：大学生の動きが逆に見えなくなった感じ

がします。例えばSNS投稿でも、人と会ったり、

一緒に食事をしたことを投稿しなくなってい

ますよね。「自粛警察」的なものも話題になっ

ていますが。活発な学生、もう古い言葉です

けど「リア充学生」の「地下化」、つまり自分の

行動をSNSに投稿しなくなっているようにも

感じます。

税所：それはあると思います。僕が住んでいる

家の裏に、大学生たちがやっているスペース、

通称「軍事施設」というものがあり、そこでは活

発に地元の大学生が集まって、作戦会議をして

いるんですよ。ただ、それは公にするというよ

りは、しっぽりとそこでやっている。僕たちの世

代が社会起業などに取り組んだ頃と比べると、

発信に気を使っているなと感じますね。

常見：ロックダウン世代の学生を見て、古田さ

んが感じたことをお聞かせ頂きたいのですが。

古田大輔（以下、古田）：僕は、FIJ（ファクト

チェック・イニシアティブ）という団体で理事を

やっていて、そこに学生たちがインターンとし

て参加しています。リサーチャーと呼んでいる

のですが、ファクトチェックのためのファクトや

データの下調べをする役割を担ってもらって

います。ジャーナリズムに関して学生の前で講

演・講義をすることもあります。今の学生は本当

に優秀な人が多いし、真面目ですよね。質問も

熱心で、時間がオーバーするくらいです。僕は１

９９７年に早稲田大学に入学し、2001年に卒

業しました。いわゆる「ロストジェネレーション

世代」です。就職氷河期で、就職にもの凄く苦労NEXT PAGE

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直
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「できないことより、できることを考える」 2020年11月11日（水）にオンライン開催されたトークイベント

「ロックダウン世代でいいじゃん！」の模様をダイジェスト版で

お届けする。４人の論者と司会、学生により白熱した議論が展開された。ニュースの摂取量を増やす

学生は何でもできる ロックダウン世代の
学生について思うこと

様々な分野の専門家が情報発信をすることは素晴
らしいですが、専門家ですらいつも正しい情報を発
信しているとは限りません。
例えば、コロナをめぐって多くの医者が情報発信を
していますが、中には他の専門家から見て、信頼性
にかける発言をする人もいます。
学生がニュースと接するのが1日10分間程度だと
すると、それだけの情報で信頼できる情報を得るこ
と、どれが信頼できる情報だと判断する力をつける
ことは可能でしょうか。
たとえば、日本経済新聞は1日に300件以上の
ニュースを発信しています。大切なニュースであるか
らこそ発信しているのです。300件すべてを見るの
は難しいでしょうが、少なくとも10分しかニュース
を見ていないとしたら、世の中の動きの本当にごく
一部しか知ることができていないということをまず
は知っておく必要があるでしょう。
勿論、課題やアルバイトがあり、ハードニュースを読
む時間を確保することは難しいかもしれません。大
切なのは「日々の積み重ね」です。学生の皆さんに
は、情報を簡単に手に入れられるようになった環境
を活用し、根拠がはっきりしない噂話ではなく、発信
源の身元がわかる信頼性がより高い情報や、ファク
トチェック（事実の検証）がされている情報を幅広く
摂取しましょう。

―コロナ禍による、若者にとってのポジティブな変
化があるとしたら何がありますか？
古田：若者だけでなく、社会全体でコロナのダメー
ジは非常に大きいです。家庭の収入が落ちている上
にアルバイトもできず、進学ができない、退学せざる
をえないという話すらあります。
その中でポジティブな変化を見つけるとしたら、オ
ンラインでのコミュニケーションでできることが増
えたこと。そして逆にオンラインが一般的になった
からこそ、改めてオフラインの良さに気づくことが
できることでは。これは若者に限りませんが。
―オンラインでのコミュニケーションが増えること
で気をつけるべきことは？
古田：現代はソーシャルメディアが普及し、簡単に情
報収集ができ、学びの機会がたくさんあるという恵ま
れた環境が、若者に与えられています。一方で、今の学
生達は政治や社会に関連するニュース（ハードニュー
ス）への接触時間が減っていると僕は感じます。
20世紀は情報量が少なく、新聞やテレビなどのマ
スメディアが情報発信をし、影響力を持っていまし
た。しかし、スマートフォンとソーシャルメディアの
普及によって情報をいつでも受発信できる時代が
到来しました。ここで問題となってくるのがいわゆ
る「フェイクニュース」です。誰でも情報発信ができる
ようになり、情報の質の担保は難しくなりました。

「政治」について書きます。ジェネレーションZと言わ
れる今の世代の学生たちは世界的に見れば政治へ
の関心が高いです。例えば香港や台湾、タイでも政
治に関するデモが起こっています。
これら３つの国では「ミルクティーアライアンス（同
盟）」という連帯が存在します。例えば、タイでは今、
学生たちが自分達のデモを「香港スタイル」と呼んで
います。SNSやメッセンジャーを使って、デモの集合
場所など連絡を取り合い、デザイン性に優れた画像
や動画を使って自分たちの思いを表現する。Twitter
のトレンドがデモに関する発信で埋め尽くされるこ
ともある。
このようなことが日本にないことが不思議である
と同時に、自分自身メディアの仕事についているの
で、若者の政治的な関心を高める情報発信ができて
いなかったと痛感しています。BuzzFeed Japanの
編集長時代にはそれに取り組み、将来的には自分
で若者たちにもきちんと伝わるニュースメディアを
作りたいと思っています。
―最後に、このイベントを通じてロックダウン世代
に伝えたいことを教えてください。
時間を大切にしてほしいと思います。大人はお金が
あるけど時間がない。 僕は大学の4年間と卒業後の
1年間、あわせて5年間は、ひたすら、興味の赴くま
まに本を読んだり、行ってみたい場所に行ってみた
り、振り返ると本当に幸せでした。時間だけはありま
したから。
同時に今は経済状況が厳しくなり、そんな余裕はな
いという学生が増えています。苦しい人はまずは色
んな奨学金を探してほしい。そして、学生を助けたい
大人は沢山いるから、学生の特権を生かして声をか
けてほしいと思います。

―コロナ禍で古田さんが学生だったら何をしてい
ましたか？ 
古田：大学生活を4年間と考えたら、コロナの直接
的な影響があるのはたったの4分の１程度です。コ
ロナにだけ標準を合わせて活動をしなくてもいい
んじゃないかと思います。
同時に考えるのは、コロナでオフラインの活動は
減ったけれど、その分、オンラインで活動する時間
をより多く確保できるようになったということです。
私は「できないことより、できること」を考えるので、
インターネットをフル活用するだろうと思います。情
報の受信でも、発信でも。
世界的には3月の時点で、インターネットで人々が
ニュースサイトを見る件数が倍近く増えました。み
んなが信頼できる情報を求めていた。僕が学生だっ
たら、このタイミングで何らかの情報発信を始めて
いたんじゃないかなと思います。そういう団体のイ
ンターンをするのもいいでしょう。 
ニュースメディア関係の仕事に就きたいと言ってい
る学生の相談を受けることがあります。このような
相談を受けた場合、必ずその学生たちに「では今、何
を書いているの」と質問をします。するとたいてい
「何も書いていない」という返答が来るんです。「今で
は情報発信するツールは山ほどあるんだから、書き
たいなら書けばいいじゃん」って思いますよね。
―確かに意外と情報発信をしている学生は少ない
と思います。 
日本では個人でnoteに書いていたり、You Tubeや
Tiktokで情報発信をしていたりする学生はいます
が、海外に比べてニュース的文脈での情報発信をし
ている学生はものすごく少ないと思います。 
―古田さんが学生だったらどのようなテーマを書
きますか？

朝日新聞を経て、BuzzFeed 
Japanの編集長として活躍し、20年
11月からGoogle News Lab 
Teach ing  Fe l lowに就任した
ジャーナリストの古田大輔さん。新
型コロナウイルスショックによる自
身と社会の変化についてお話をお
伺いした。今回、古田さんのインタ
ビューで最も印象的だったことは
「できないことより、できることを」
という言葉である。古田さんは「人
と会うこと」が職業であったため、コ
ロナウイルス感染拡大で会食がなく
なったことにより、人と会う機会が
減少してしまったとのことだった。
しかし、自宅で過ごす時間が増えた
ことをポジティブに捉え、心地良い
空間作りを心掛け、クオリティ・オ
ブ・ライフも向上させた。コロナ禍
の中、ロックダウン世代の若者に何
ができるのか？ヒントはここに。

古田 大輔
ジャーナリスト／メディアコラボ代表
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のですね。私の授業を5人が履修しています

が、実際に来ているのは4人しかいません。

全員女子学生なのですよ。将来、メディア関

連の仕事をしたいという。履修した理由を

聞くと、「とにかく学校に行ける科目を一つ

は受けたかった。学校に行きたかった。外に

出たかった。」と言っていました。女子に関し

ては、コロナに対する恐怖感などは自分た

ちなりの解決ができているのではないかな

と。彼女たちは、自分でどう動くかを決めた

のですよね。

常見：学生たちにアンケートをとったのです

けど、コロナが収束したあと、どのような講

義形式が望ましいかという問いに対して、コ

ロナ後もオンライン講義オンリーと答えた

人は０％だったんですね。

一方で、対面講義中心にしてほしいと言って

いる人が、30％強です。コロナ後もオンライ

ンと対面を使い分けるか、両方参加する講

義スタイルを求めています。対面オンリーを

希望しているわけでもないのですね。教育

関連で社会起業を経験している税所さん

は、今の大学、大学生をどう見ていますか？

ら少ないのは覚悟していました。でもね、世の

中ほら、いつまでもオンライン講義やってるん

だ、それで授業料一緒だなんておかしいんじゃ

ないかと、「学生よ、キャンパスに戻れ」みたい

なことをみんなネットで言ってたじゃないで

すか、夏休み。さぞかし学生がいっぱい来ると

思ったら、キャンパスのある池袋はガラガラ

ですよ。私、このままだったらクビになっちゃ

うんじゃないかってあまりにも不安で、大学に

聞いたんですよ。「履修者たった5人だったん

ですけど」と言ったら「演習タイプの講義の中

で今回16講座が対面授業を表明しました。な

んと半数以上が履修者0で開講できませんで

した。辛うじて開講できた科目も全て一桁で

す。むしろ、開講できてよかったぐらいに思っ

てください」と言われたんです。

常見：どうしてなんですかね？

河崎：履修科目を決める9月末の時点で、学生

たちは周りを見たんだろうなと思います。大学

が全部オンラインに振れているわけでも、対面

に振れているわけでもなかったので、どっちが

より自分に有利か、より自由度が高いか、彼ら

なりに均衡点を探ったのではないかなと思う

常見陽平（以下、常見）：新型コロナウイルス

ショックが世界に影響を与えています。若者に

も多大なる影響があり、「ロックダウン世代」と

いう言葉も世界的に広がりを見せています。日

本においても、大学生やその保護者による学

費返還運動や、対面講義再開を求める声があり

ました。文部科学省でも、対面講義の実施状況

を調査し、発表するという動きがあります。

河崎環（以下、河崎）：私は今日、このイベントの

前に立教大学で講義をしてきました。もともと、

ゼミ形式でマックス24人程度の小さな規模な

のですよ。立教大学はオンラインオンリーだっ

た春学期の方針を改め、秋学期からゼミなどは

対面講義を取り入れることにしました。さて、私

の講義の履修者は何人だったでしょう？

高橋晋平（以下、高橋）：200人ですかね？

河崎：履修登録数、5人です。

一同：えええ！！

常見：フジテレビ系「とくダネ！」に出演してい

る、売れっ子コラム二ストの河崎さんが講義を

するのに、5人！

河崎：いえ私なんてそんないいものじゃないで

すけど、びっくりしましたよ。元々、ゼミ形式だか

では考えられないことです。というのも、自分

は18歳までは秋田にいて、すごくコミュ障でし

た。その後、大学進学で仙台に行き、当時は大

学デビューをしたいと思っていました。そこで

お笑いをしたくて、落語研究会に入ってモテよ

うとしていたんですよ。これをきっかけに、その

後、社会人になってコミュ障が改善された。現

代にも当時の僕のような若者がいると思いま

す。そういう人にとってはこのような状況はき

ついと思います。やっぱり上京してきて大学の

仲間に巻き込まれて、楽しいことから始まると

思うんですよね。だから、自分から動けない人

にとっては、今はきつい状況だと思いますね。

常見：確かに大学は偶発的な出会いが生まれ

る場でもありますね。高橋さん、逆にコミュニ

ケーションが苦手な人にとってハッピーな時

代になっていると思いませんか？

高橋：僕が今の時代に放り込まれたら、なん

となく心地よく感じて、家でものづくりを楽し

んでいたと思いますね。どんな大人になった

かは分からないですが、その時代に対応はし

たと思います。常見先生がおっしゃったよう

な偶発的な出会いは、今はネットでも可能で

す。今まで足の踏み入れたことのない世界に

も入り込むことができると思います。でも、

ネットでのうろつき方がわからない人もいる

と思いますね。

常見：本学2年生の佐々木さんは、当事者とし

てどのように生活が変化しましたか？

佐々木陽菜（以下、佐々木）：心身ともにオンラ

インに浸食されたと思います。現在は週2回

対面講義があります。対面だと友達に会える

し、先生とも話せるからいいですが、講義が再

開した頃は久しぶりだったので疲労感があり

ました。私たち国際教養学部の2年生は本来

留学に行くはずでしたが、コロナの影響で行

けなくなってしまいました。その間を埋める

ために3年生の講義を履修できるようになり

ました。しかし、やはり内容は難しく課題を終

わらせるのに夜中までかかってしまうことが

よくあり、生活リズムが乱れてしまいました。

一方で、交通費が浮いたので経済的に助かっ

たという面もあります。

していた世代です。僕らが学生のときに、今の

学生ほど勉強していたかというと、全然そうい

うことなくて、まだまだ単位が楽勝でとれる時

代でした。危機感はあったものの、「なんとなく

不安だよね」という感じで、そのまま就職活動

に突入する人たちが多かったと感じます。それ

に比べれば、今の学生たちは凄く真面目に頑

張っていると思います。今は新型コロナウイル

スの影響で、学生だけでなく、社会人もみんな

大変な想いをしています。学生たちの間では、

家族の収入がかなり落ち込んでいるとか、本人

もそれでアルバイトで学費を稼いでいたのに、

それもできなくなって、辞めざるをえない。それ

くらい追い込まれている人もいるので、我々大

人としては、ひたすらあたたかく見守り、サポー

トしていくしかないと思います。

常見：大学生像をアップデートしないといけな

いですよね。現在の学生像と、上の世代が語る

学生像がそもそもズレていて、コロナ禍におけ

る大学生活に関する議論もかみ合わないこと

があります。また、菅首相が「自助・共助・公助」

といって、野党やメディアから批判されました。

自分たちだけでなくて、みんなで助け合わなく

てはなりません。

古田：共助・公助もですが、「自助」も僕は大切だ

と思います。僕自身、「ロストジェネレーション

世代」ですが、当時はこの言葉はなく、2007年

に朝日新聞が就職氷河期世代のことを「ロスト

ジェネレーション世代」、略して「ロスジェネ」と

名付け、特集を組んだんです。既に朝日新聞に

いましたけど、「何がロストだよ」と「俺は何も

失ってねえぞ」と思って、非常に腹が立ったんで

すよね。厳しい環境においては、もちろん周り

の人間としてサポートしてあげたいって僕は思

うし、共助したいなとは思うんですよ。ただ、一

方で自分は自分で「助けなんていらない」ぐら

いの気持ちでいないと、かなり厳しいんじゃな

いかという気がします。同時に、本当に困った

時にはすぐに助けを求めて欲しいし、支援の手

が届く。両方大切だと思います。

常見：高橋さんはどうでしょう？

高橋：今の学生は優秀で、器用だと思います。オ

ンラインでもあっという間に交流を広げたり、

人と話すことができるのが素晴らしいし、自分

税所篤快（以下、税所）：いま、留学や海外旅

行ができない状態になっていて、気の毒なので

すが、一方で若者たちは次のアクションを始め

ていますよね。最近、家族で四国の山奥を訪れ

たのですが、その時に出会った大学生はオース

トラリアに留学する予定だったのですが、それ

が駄目になって。その代わりに、コーヒーが好

きなので、これから後期に休学して豆を焙煎す

るビジネスを準備していて。その豆を買って飲

んだのですが、凄く美味しかったです。やっぱ

り、動いている人たちは変わらずに動きを止め

ていません。起業をはじめ、何かに向かって準

備をしている。

常見：大学生の動きが逆に見えなくなった感じ

がします。例えばSNS投稿でも、人と会ったり、

一緒に食事をしたことを投稿しなくなってい

ますよね。「自粛警察」的なものも話題になっ

ていますが。活発な学生、もう古い言葉です

けど「リア充学生」の「地下化」、つまり自分の

行動をSNSに投稿しなくなっているようにも

感じます。

税所：それはあると思います。僕が住んでいる

家の裏に、大学生たちがやっているスペース、

通称「軍事施設」というものがあり、そこでは活

発に地元の大学生が集まって、作戦会議をして

いるんですよ。ただ、それは公にするというよ

りは、しっぽりとそこでやっている。僕たちの世

代が社会起業などに取り組んだ頃と比べると、

発信に気を使っているなと感じますね。

常見：ロックダウン世代の学生を見て、古田さ

んが感じたことをお聞かせ頂きたいのですが。

古田大輔（以下、古田）：僕は、FIJ（ファクト

チェック・イニシアティブ）という団体で理事を

やっていて、そこに学生たちがインターンとし

て参加しています。リサーチャーと呼んでいる

のですが、ファクトチェックのためのファクトや

データの下調べをする役割を担ってもらって

います。ジャーナリズムに関して学生の前で講

演・講義をすることもあります。今の学生は本当

に優秀な人が多いし、真面目ですよね。質問も

熱心で、時間がオーバーするくらいです。僕は１

９９７年に早稲田大学に入学し、2001年に卒

業しました。いわゆる「ロストジェネレーション

世代」です。就職氷河期で、就職にもの凄く苦労NEXT PAGE

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直
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今、学生だったら
何をするか？
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のですね。私の授業を5人が履修しています

が、実際に来ているのは4人しかいません。

全員女子学生なのですよ。将来、メディア関

連の仕事をしたいという。履修した理由を

聞くと、「とにかく学校に行ける科目を一つ

は受けたかった。学校に行きたかった。外に

出たかった。」と言っていました。女子に関し

ては、コロナに対する恐怖感などは自分た

ちなりの解決ができているのではないかな

と。彼女たちは、自分でどう動くかを決めた

のですよね。

常見：学生たちにアンケートをとったのです

けど、コロナが収束したあと、どのような講

義形式が望ましいかという問いに対して、コ

ロナ後もオンライン講義オンリーと答えた

人は０％だったんですね。

一方で、対面講義中心にしてほしいと言って

いる人が、30％強です。コロナ後もオンライ

ンと対面を使い分けるか、両方参加する講

義スタイルを求めています。対面オンリーを

希望しているわけでもないのですね。教育

関連で社会起業を経験している税所さん

は、今の大学、大学生をどう見ていますか？

ら少ないのは覚悟していました。でもね、世の

中ほら、いつまでもオンライン講義やってるん

だ、それで授業料一緒だなんておかしいんじゃ

ないかと、「学生よ、キャンパスに戻れ」みたい

なことをみんなネットで言ってたじゃないで

すか、夏休み。さぞかし学生がいっぱい来ると

思ったら、キャンパスのある池袋はガラガラ

ですよ。私、このままだったらクビになっちゃ

うんじゃないかってあまりにも不安で、大学に

聞いたんですよ。「履修者たった5人だったん

ですけど」と言ったら「演習タイプの講義の中

で今回16講座が対面授業を表明しました。な

んと半数以上が履修者0で開講できませんで

した。辛うじて開講できた科目も全て一桁で

す。むしろ、開講できてよかったぐらいに思っ

てください」と言われたんです。

常見：どうしてなんですかね？

河崎：履修科目を決める9月末の時点で、学生

たちは周りを見たんだろうなと思います。大学

が全部オンラインに振れているわけでも、対面

に振れているわけでもなかったので、どっちが

より自分に有利か、より自由度が高いか、彼ら

なりに均衡点を探ったのではないかなと思う

常見陽平（以下、常見）：新型コロナウイルス

ショックが世界に影響を与えています。若者に

も多大なる影響があり、「ロックダウン世代」と

いう言葉も世界的に広がりを見せています。日

本においても、大学生やその保護者による学

費返還運動や、対面講義再開を求める声があり

ました。文部科学省でも、対面講義の実施状況

を調査し、発表するという動きがあります。

河崎環（以下、河崎）：私は今日、このイベントの

前に立教大学で講義をしてきました。もともと、

ゼミ形式でマックス24人程度の小さな規模な

のですよ。立教大学はオンラインオンリーだっ

た春学期の方針を改め、秋学期からゼミなどは

対面講義を取り入れることにしました。さて、私

の講義の履修者は何人だったでしょう？

高橋晋平（以下、高橋）：200人ですかね？

河崎：履修登録数、5人です。

一同：えええ！！

常見：フジテレビ系「とくダネ！」に出演してい

る、売れっ子コラム二ストの河崎さんが講義を

するのに、5人！

河崎：いえ私なんてそんないいものじゃないで

すけど、びっくりしましたよ。元々、ゼミ形式だか REPORT

では考えられないことです。というのも、自分

は18歳までは秋田にいて、すごくコミュ障でし

た。その後、大学進学で仙台に行き、当時は大

学デビューをしたいと思っていました。そこで

お笑いをしたくて、落語研究会に入ってモテよ

うとしていたんですよ。これをきっかけに、その

後、社会人になってコミュ障が改善された。現

代にも当時の僕のような若者がいると思いま

す。そういう人にとってはこのような状況はき

ついと思います。やっぱり上京してきて大学の

仲間に巻き込まれて、楽しいことから始まると

思うんですよね。だから、自分から動けない人

にとっては、今はきつい状況だと思いますね。

常見：確かに大学は偶発的な出会いが生まれ

る場でもありますね。高橋さん、逆にコミュニ

ケーションが苦手な人にとってハッピーな時

代になっていると思いませんか？

高橋：僕が今の時代に放り込まれたら、なん

となく心地よく感じて、家でものづくりを楽し

んでいたと思いますね。どんな大人になった

かは分からないですが、その時代に対応はし

たと思います。常見先生がおっしゃったよう

な偶発的な出会いは、今はネットでも可能で

す。今まで足の踏み入れたことのない世界に

も入り込むことができると思います。でも、

ネットでのうろつき方がわからない人もいる

と思いますね。

常見：本学2年生の佐々木さんは、当事者とし

てどのように生活が変化しましたか？

佐々木陽菜（以下、佐々木）：心身ともにオンラ

インに浸食されたと思います。現在は週2回

対面講義があります。対面だと友達に会える

し、先生とも話せるからいいですが、講義が再

開した頃は久しぶりだったので疲労感があり

ました。私たち国際教養学部の2年生は本来

留学に行くはずでしたが、コロナの影響で行

けなくなってしまいました。その間を埋める

ために3年生の講義を履修できるようになり

ました。しかし、やはり内容は難しく課題を終

わらせるのに夜中までかかってしまうことが

よくあり、生活リズムが乱れてしまいました。

一方で、交通費が浮いたので経済的に助かっ

たという面もあります。

していた世代です。僕らが学生のときに、今の

学生ほど勉強していたかというと、全然そうい

うことなくて、まだまだ単位が楽勝でとれる時

代でした。危機感はあったものの、「なんとなく

不安だよね」という感じで、そのまま就職活動

に突入する人たちが多かったと感じます。それ

に比べれば、今の学生たちは凄く真面目に頑

張っていると思います。今は新型コロナウイル

スの影響で、学生だけでなく、社会人もみんな

大変な想いをしています。学生たちの間では、

家族の収入がかなり落ち込んでいるとか、本人

もそれでアルバイトで学費を稼いでいたのに、

それもできなくなって、辞めざるをえない。それ

くらい追い込まれている人もいるので、我々大

人としては、ひたすらあたたかく見守り、サポー

トしていくしかないと思います。

常見：大学生像をアップデートしないといけな

いですよね。現在の学生像と、上の世代が語る

学生像がそもそもズレていて、コロナ禍におけ

る大学生活に関する議論もかみ合わないこと

があります。また、菅首相が「自助・共助・公助」

といって、野党やメディアから批判されました。

自分たちだけでなくて、みんなで助け合わなく

てはなりません。

古田：共助・公助もですが、「自助」も僕は大切だ

と思います。僕自身、「ロストジェネレーション

世代」ですが、当時はこの言葉はなく、2007年

に朝日新聞が就職氷河期世代のことを「ロスト

ジェネレーション世代」、略して「ロスジェネ」と

名付け、特集を組んだんです。既に朝日新聞に

いましたけど、「何がロストだよ」と「俺は何も

失ってねえぞ」と思って、非常に腹が立ったんで

すよね。厳しい環境においては、もちろん周り

の人間としてサポートしてあげたいって僕は思

うし、共助したいなとは思うんですよ。ただ、一

方で自分は自分で「助けなんていらない」ぐら

いの気持ちでいないと、かなり厳しいんじゃな

いかという気がします。同時に、本当に困った

時にはすぐに助けを求めて欲しいし、支援の手

が届く。両方大切だと思います。

常見：高橋さんはどうでしょう？

高橋：今の学生は優秀で、器用だと思います。オ

ンラインでもあっという間に交流を広げたり、

人と話すことができるのが素晴らしいし、自分

税所篤快（以下、税所）：いま、留学や海外旅

行ができない状態になっていて、気の毒なので

すが、一方で若者たちは次のアクションを始め

ていますよね。最近、家族で四国の山奥を訪れ

たのですが、その時に出会った大学生はオース

トラリアに留学する予定だったのですが、それ

が駄目になって。その代わりに、コーヒーが好

きなので、これから後期に休学して豆を焙煎す

るビジネスを準備していて。その豆を買って飲

んだのですが、凄く美味しかったです。やっぱ

り、動いている人たちは変わらずに動きを止め

ていません。起業をはじめ、何かに向かって準

備をしている。

常見：大学生の動きが逆に見えなくなった感じ

がします。例えばSNS投稿でも、人と会ったり、

一緒に食事をしたことを投稿しなくなってい

ますよね。「自粛警察」的なものも話題になっ

ていますが。活発な学生、もう古い言葉です

けど「リア充学生」の「地下化」、つまり自分の

行動をSNSに投稿しなくなっているようにも

感じます。

税所：それはあると思います。僕が住んでいる

家の裏に、大学生たちがやっているスペース、

通称「軍事施設」というものがあり、そこでは活

発に地元の大学生が集まって、作戦会議をして

いるんですよ。ただ、それは公にするというよ

りは、しっぽりとそこでやっている。僕たちの世

代が社会起業などに取り組んだ頃と比べると、

発信に気を使っているなと感じますね。

常見：ロックダウン世代の学生を見て、古田さ

んが感じたことをお聞かせ頂きたいのですが。

古田大輔（以下、古田）：僕は、FIJ（ファクト

チェック・イニシアティブ）という団体で理事を

やっていて、そこに学生たちがインターンとし

て参加しています。リサーチャーと呼んでいる

のですが、ファクトチェックのためのファクトや

データの下調べをする役割を担ってもらって

います。ジャーナリズムに関して学生の前で講

演・講義をすることもあります。今の学生は本当

に優秀な人が多いし、真面目ですよね。質問も

熱心で、時間がオーバーするくらいです。僕は１

９９７年に早稲田大学に入学し、2001年に卒

業しました。いわゆる「ロストジェネレーション

世代」です。就職氷河期で、就職にもの凄く苦労 NEXT PAGE

貯金をして、長期休暇になるとバックパッ

カーとして世界中を回っていました。もっと

も、今は、新型コロナウイルスショックで渡航

に制限があり、それはできないですけどね。も

う一つは、ひたすら本を読んでいました。その

きっかけは当時、日本を代表する政治学者で

ある丸山眞男が亡くなり、ドキュメンタリーの

中で彼の家には5万冊の蔵書があると知った

のですね。それに衝撃を受け、計算してみる

と、1日1冊読んでも130年かかることが分

かったんですよ。それに比べて「僕は全然だ」

と思い、本くらいは読まなくてはと思ったんで

すよ。また、ある大学の教授に「大学時代に読

んだ本の数は冊で数えるのではなく、トンで

数えるんだ」という言葉に影響を受けました。

講義以外は図書館にこもって本を読んでいま

した。派手さのある大学生活ではなかったけ

れど、今になってとても役に立っています。死

ぬほど本を読むことは今もできることです。

常見：読書は情報をインプットするだけでは

なくて、自分の考えを深めることでもあると

思いますね。

古田：おすすめは古い本を読むことです。長い

期間、残っている本にはそれなりの理由があ

ります。僕はギリシャ時代からの古典などを

沢山読んだのですが、とても役に立ちました。

それだけの価値がある本です。

常見：戦争と平和のことも、経済のことも、友

情や恋愛のことも、あらゆる問題は先人たち

が答えを出してくれているんですよね。僕は

常に時代は激動期であると思っています。

やっている最中にメッセージが届いたり、ネッ

トが身近にありすぎて、一つのことに集中し

づらくなったという反省があります。だから、

時間や外の世界のことを忘れてものづくりを

することも重要だと思います。僕は学生の頃

は社交的なタイプではなかったので、必然的

に今でも同じことをやっていたと思います

ね。外に発信をして承認欲求を得たり、色んな

ものを作るための時間を大切にしていたと思

いますね。

常見：税所さんはどうですか？

税所：学生時代にリーマンショックがありま

した。若者たちは社会起業などに意識が向い

ていました。当時のバングラデシュは、世界

中の若者が集まっているような場所で、そこ

でみんなで何かできることはないかと考え

ていました。それから10年たって、日本の子

供たちも大変ではないかと言われるように

なりました。もし僕が今、学生だったら、この

ような大変な状況にいる日本の子供たちを

大学生として、サポートしていたと思います。

今、友人が子供の貧困対策としてやろうとし

ているのは、第三の居場所を作る取り組みで

す。学習支援や人同士がやり取りをする場を

作っています。

常見：古田さんはいかがですか？

古田：リアルに今の学生だったら何をしてい

ただろうと考えるために、約20年前の学生時

代を思い返してみました。当時は、貧乏で仕送

りもなかったため、沢山のアルバイトをして

稼いでいました。生活費を稼ぎつつも、一部は

常見：皆さんがもし、今、この環境下で学生

だったとしたら何をしますか？

河崎：私は1993年に大学に入学し、97年に

は今24歳である娘を抱えた状態で卒業しま

した。学生時代は、留学をしましたし、大学外

でのコミュニティーにも参加しました。本も

もちろんですが、それ以上にその本を書いて

いる人に興味があるタイプでした。都会の空

気に触れて人と交わる機会が多い学生だっ

たと思います。だからこそ、私が今の学生で

あっても変わらないでしょうね。例えば就活

をしているのであれば、行ってみたい会社に

アポを取ってその空気を吸いに行ったと思

うし、税所さんのような社会で新しい動きを

しているカッコいい大人に会いに行ってい

たと思います。コロナ下でも、会社や社会人

にオフラインでアクセスする学生は増えてい

るのではないかな。

常見：確かにSNSが盛んになってから、10

代、20代の方から突然連絡がくることも増え

ました。ベンチャー企業の経営者によると、高

校生から社会人訪問をお願いされることも

あるようですね。高橋さんはどうですか？

高橋：学生時代はプログラミングの練習をし

たり、お笑いのネタ作りや、落語の練習、絵を

描いたりと、ひたすら何かをつくっていまし

た。今だったら、ネットでアウトプットをして、

誰か気の合う人を見つけていたと思います。

しかし、最近リモートワークをしていて、集中

力が弱まった、時間がもったいないと感じる

ようになりました。それはリモートワークを

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直

本には
先人たちの
答えが
書いてある。
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今、学生だったら
何をするか？
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のですね。私の授業を5人が履修しています

が、実際に来ているのは4人しかいません。

全員女子学生なのですよ。将来、メディア関

連の仕事をしたいという。履修した理由を

聞くと、「とにかく学校に行ける科目を一つ

は受けたかった。学校に行きたかった。外に

出たかった。」と言っていました。女子に関し

ては、コロナに対する恐怖感などは自分た

ちなりの解決ができているのではないかな

と。彼女たちは、自分でどう動くかを決めた

のですよね。

常見：学生たちにアンケートをとったのです

けど、コロナが収束したあと、どのような講

義形式が望ましいかという問いに対して、コ

ロナ後もオンライン講義オンリーと答えた

人は０％だったんですね。

一方で、対面講義中心にしてほしいと言って

いる人が、30％強です。コロナ後もオンライ

ンと対面を使い分けるか、両方参加する講

義スタイルを求めています。対面オンリーを

希望しているわけでもないのですね。教育

関連で社会起業を経験している税所さん

は、今の大学、大学生をどう見ていますか？

ら少ないのは覚悟していました。でもね、世の

中ほら、いつまでもオンライン講義やってるん

だ、それで授業料一緒だなんておかしいんじゃ

ないかと、「学生よ、キャンパスに戻れ」みたい

なことをみんなネットで言ってたじゃないで

すか、夏休み。さぞかし学生がいっぱい来ると

思ったら、キャンパスのある池袋はガラガラ

ですよ。私、このままだったらクビになっちゃ

うんじゃないかってあまりにも不安で、大学に

聞いたんですよ。「履修者たった5人だったん

ですけど」と言ったら「演習タイプの講義の中

で今回16講座が対面授業を表明しました。な

んと半数以上が履修者0で開講できませんで

した。辛うじて開講できた科目も全て一桁で

す。むしろ、開講できてよかったぐらいに思っ

てください」と言われたんです。

常見：どうしてなんですかね？

河崎：履修科目を決める9月末の時点で、学生

たちは周りを見たんだろうなと思います。大学

が全部オンラインに振れているわけでも、対面

に振れているわけでもなかったので、どっちが

より自分に有利か、より自由度が高いか、彼ら

なりに均衡点を探ったのではないかなと思う

常見陽平（以下、常見）：新型コロナウイルス

ショックが世界に影響を与えています。若者に

も多大なる影響があり、「ロックダウン世代」と

いう言葉も世界的に広がりを見せています。日

本においても、大学生やその保護者による学

費返還運動や、対面講義再開を求める声があり

ました。文部科学省でも、対面講義の実施状況

を調査し、発表するという動きがあります。

河崎環（以下、河崎）：私は今日、このイベントの

前に立教大学で講義をしてきました。もともと、

ゼミ形式でマックス24人程度の小さな規模な

のですよ。立教大学はオンラインオンリーだっ

た春学期の方針を改め、秋学期からゼミなどは

対面講義を取り入れることにしました。さて、私

の講義の履修者は何人だったでしょう？

高橋晋平（以下、高橋）：200人ですかね？

河崎：履修登録数、5人です。

一同：えええ！！

常見：フジテレビ系「とくダネ！」に出演してい

る、売れっ子コラム二ストの河崎さんが講義を

するのに、5人！

河崎：いえ私なんてそんないいものじゃないで

すけど、びっくりしましたよ。元々、ゼミ形式だか REPORT

では考えられないことです。というのも、自分

は18歳までは秋田にいて、すごくコミュ障でし

た。その後、大学進学で仙台に行き、当時は大

学デビューをしたいと思っていました。そこで

お笑いをしたくて、落語研究会に入ってモテよ

うとしていたんですよ。これをきっかけに、その

後、社会人になってコミュ障が改善された。現

代にも当時の僕のような若者がいると思いま

す。そういう人にとってはこのような状況はき

ついと思います。やっぱり上京してきて大学の

仲間に巻き込まれて、楽しいことから始まると

思うんですよね。だから、自分から動けない人

にとっては、今はきつい状況だと思いますね。

常見：確かに大学は偶発的な出会いが生まれ

る場でもありますね。高橋さん、逆にコミュニ

ケーションが苦手な人にとってハッピーな時

代になっていると思いませんか？

高橋：僕が今の時代に放り込まれたら、なん

となく心地よく感じて、家でものづくりを楽し

んでいたと思いますね。どんな大人になった

かは分からないですが、その時代に対応はし

たと思います。常見先生がおっしゃったよう

な偶発的な出会いは、今はネットでも可能で

す。今まで足の踏み入れたことのない世界に

も入り込むことができると思います。でも、

ネットでのうろつき方がわからない人もいる

と思いますね。

常見：本学2年生の佐々木さんは、当事者とし

てどのように生活が変化しましたか？

佐々木陽菜（以下、佐々木）：心身ともにオンラ

インに浸食されたと思います。現在は週2回

対面講義があります。対面だと友達に会える

し、先生とも話せるからいいですが、講義が再

開した頃は久しぶりだったので疲労感があり

ました。私たち国際教養学部の2年生は本来

留学に行くはずでしたが、コロナの影響で行

けなくなってしまいました。その間を埋める

ために3年生の講義を履修できるようになり

ました。しかし、やはり内容は難しく課題を終

わらせるのに夜中までかかってしまうことが

よくあり、生活リズムが乱れてしまいました。

一方で、交通費が浮いたので経済的に助かっ

たという面もあります。

していた世代です。僕らが学生のときに、今の

学生ほど勉強していたかというと、全然そうい

うことなくて、まだまだ単位が楽勝でとれる時

代でした。危機感はあったものの、「なんとなく

不安だよね」という感じで、そのまま就職活動

に突入する人たちが多かったと感じます。それ

に比べれば、今の学生たちは凄く真面目に頑

張っていると思います。今は新型コロナウイル

スの影響で、学生だけでなく、社会人もみんな

大変な想いをしています。学生たちの間では、

家族の収入がかなり落ち込んでいるとか、本人

もそれでアルバイトで学費を稼いでいたのに、

それもできなくなって、辞めざるをえない。それ

くらい追い込まれている人もいるので、我々大

人としては、ひたすらあたたかく見守り、サポー

トしていくしかないと思います。

常見：大学生像をアップデートしないといけな

いですよね。現在の学生像と、上の世代が語る

学生像がそもそもズレていて、コロナ禍におけ

る大学生活に関する議論もかみ合わないこと

があります。また、菅首相が「自助・共助・公助」

といって、野党やメディアから批判されました。

自分たちだけでなくて、みんなで助け合わなく

てはなりません。

古田：共助・公助もですが、「自助」も僕は大切だ

と思います。僕自身、「ロストジェネレーション

世代」ですが、当時はこの言葉はなく、2007年

に朝日新聞が就職氷河期世代のことを「ロスト

ジェネレーション世代」、略して「ロスジェネ」と

名付け、特集を組んだんです。既に朝日新聞に

いましたけど、「何がロストだよ」と「俺は何も

失ってねえぞ」と思って、非常に腹が立ったんで

すよね。厳しい環境においては、もちろん周り

の人間としてサポートしてあげたいって僕は思

うし、共助したいなとは思うんですよ。ただ、一

方で自分は自分で「助けなんていらない」ぐら

いの気持ちでいないと、かなり厳しいんじゃな

いかという気がします。同時に、本当に困った

時にはすぐに助けを求めて欲しいし、支援の手

が届く。両方大切だと思います。

常見：高橋さんはどうでしょう？

高橋：今の学生は優秀で、器用だと思います。オ

ンラインでもあっという間に交流を広げたり、

人と話すことができるのが素晴らしいし、自分

税所篤快（以下、税所）：いま、留学や海外旅

行ができない状態になっていて、気の毒なので

すが、一方で若者たちは次のアクションを始め

ていますよね。最近、家族で四国の山奥を訪れ

たのですが、その時に出会った大学生はオース

トラリアに留学する予定だったのですが、それ

が駄目になって。その代わりに、コーヒーが好

きなので、これから後期に休学して豆を焙煎す

るビジネスを準備していて。その豆を買って飲

んだのですが、凄く美味しかったです。やっぱ

り、動いている人たちは変わらずに動きを止め

ていません。起業をはじめ、何かに向かって準

備をしている。

常見：大学生の動きが逆に見えなくなった感じ

がします。例えばSNS投稿でも、人と会ったり、

一緒に食事をしたことを投稿しなくなってい

ますよね。「自粛警察」的なものも話題になっ

ていますが。活発な学生、もう古い言葉です

けど「リア充学生」の「地下化」、つまり自分の

行動をSNSに投稿しなくなっているようにも

感じます。

税所：それはあると思います。僕が住んでいる

家の裏に、大学生たちがやっているスペース、

通称「軍事施設」というものがあり、そこでは活

発に地元の大学生が集まって、作戦会議をして

いるんですよ。ただ、それは公にするというよ

りは、しっぽりとそこでやっている。僕たちの世

代が社会起業などに取り組んだ頃と比べると、

発信に気を使っているなと感じますね。

常見：ロックダウン世代の学生を見て、古田さ

んが感じたことをお聞かせ頂きたいのですが。

古田大輔（以下、古田）：僕は、FIJ（ファクト

チェック・イニシアティブ）という団体で理事を

やっていて、そこに学生たちがインターンとし

て参加しています。リサーチャーと呼んでいる

のですが、ファクトチェックのためのファクトや

データの下調べをする役割を担ってもらって

います。ジャーナリズムに関して学生の前で講

演・講義をすることもあります。今の学生は本当

に優秀な人が多いし、真面目ですよね。質問も

熱心で、時間がオーバーするくらいです。僕は１

９９７年に早稲田大学に入学し、2001年に卒

業しました。いわゆる「ロストジェネレーション

世代」です。就職氷河期で、就職にもの凄く苦労 NEXT PAGE

貯金をして、長期休暇になるとバックパッ

カーとして世界中を回っていました。もっと

も、今は、新型コロナウイルスショックで渡航

に制限があり、それはできないですけどね。も

う一つは、ひたすら本を読んでいました。その

きっかけは当時、日本を代表する政治学者で

ある丸山眞男が亡くなり、ドキュメンタリーの

中で彼の家には5万冊の蔵書があると知った

のですね。それに衝撃を受け、計算してみる

と、1日1冊読んでも130年かかることが分

かったんですよ。それに比べて「僕は全然だ」

と思い、本くらいは読まなくてはと思ったんで

すよ。また、ある大学の教授に「大学時代に読

んだ本の数は冊で数えるのではなく、トンで

数えるんだ」という言葉に影響を受けました。

講義以外は図書館にこもって本を読んでいま

した。派手さのある大学生活ではなかったけ

れど、今になってとても役に立っています。死

ぬほど本を読むことは今もできることです。

常見：読書は情報をインプットするだけでは

なくて、自分の考えを深めることでもあると

思いますね。

古田：おすすめは古い本を読むことです。長い

期間、残っている本にはそれなりの理由があ

ります。僕はギリシャ時代からの古典などを

沢山読んだのですが、とても役に立ちました。

それだけの価値がある本です。

常見：戦争と平和のことも、経済のことも、友

情や恋愛のことも、あらゆる問題は先人たち

が答えを出してくれているんですよね。僕は

常に時代は激動期であると思っています。

やっている最中にメッセージが届いたり、ネッ

トが身近にありすぎて、一つのことに集中し

づらくなったという反省があります。だから、

時間や外の世界のことを忘れてものづくりを

することも重要だと思います。僕は学生の頃

は社交的なタイプではなかったので、必然的

に今でも同じことをやっていたと思います

ね。外に発信をして承認欲求を得たり、色んな

ものを作るための時間を大切にしていたと思

いますね。

常見：税所さんはどうですか？

税所：学生時代にリーマンショックがありま

した。若者たちは社会起業などに意識が向い

ていました。当時のバングラデシュは、世界

中の若者が集まっているような場所で、そこ

でみんなで何かできることはないかと考え

ていました。それから10年たって、日本の子

供たちも大変ではないかと言われるように

なりました。もし僕が今、学生だったら、この

ような大変な状況にいる日本の子供たちを

大学生として、サポートしていたと思います。

今、友人が子供の貧困対策としてやろうとし

ているのは、第三の居場所を作る取り組みで

す。学習支援や人同士がやり取りをする場を

作っています。

常見：古田さんはいかがですか？

古田：リアルに今の学生だったら何をしてい

ただろうと考えるために、約20年前の学生時

代を思い返してみました。当時は、貧乏で仕送

りもなかったため、沢山のアルバイトをして

稼いでいました。生活費を稼ぎつつも、一部は

常見：皆さんがもし、今、この環境下で学生

だったとしたら何をしますか？

河崎：私は1993年に大学に入学し、97年に

は今24歳である娘を抱えた状態で卒業しま

した。学生時代は、留学をしましたし、大学外

でのコミュニティーにも参加しました。本も

もちろんですが、それ以上にその本を書いて

いる人に興味があるタイプでした。都会の空

気に触れて人と交わる機会が多い学生だっ

たと思います。だからこそ、私が今の学生で

あっても変わらないでしょうね。例えば就活

をしているのであれば、行ってみたい会社に

アポを取ってその空気を吸いに行ったと思

うし、税所さんのような社会で新しい動きを

しているカッコいい大人に会いに行ってい

たと思います。コロナ下でも、会社や社会人

にオフラインでアクセスする学生は増えてい

るのではないかな。

常見：確かにSNSが盛んになってから、10

代、20代の方から突然連絡がくることも増え

ました。ベンチャー企業の経営者によると、高

校生から社会人訪問をお願いされることも

あるようですね。高橋さんはどうですか？

高橋：学生時代はプログラミングの練習をし

たり、お笑いのネタ作りや、落語の練習、絵を

描いたりと、ひたすら何かをつくっていまし

た。今だったら、ネットでアウトプットをして、

誰か気の合う人を見つけていたと思います。

しかし、最近リモートワークをしていて、集中

力が弱まった、時間がもったいないと感じる

ようになりました。それはリモートワークを

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直

本には
先人たちの
答えが
書いてある。
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なければ議論が無茶苦茶になります。

今朝、ツイートしたのですが、アメリカのロー

カル紙が発達障害についての連載を始めた

んですね。この記事を書いている女性記者は

自身にダウン症の娘さんがいることを書き

ました。障害がある子を持つ記者が書いてい

る記事は、バイアスがかかり、偏向して報道

しているのではないかと不安に思う読者が

いたらしいんです。そのローカル紙はそれに

関して説明をする記事を出しました。

なぜ我々はこの企画に取り組むのかと。最後

の文章が感動的でした。この企画が始まった

のは、この女性記者がこの問題に興味があ

るからだと。なぜならこの記事は彼女の家族

に関する話であるから。我々はそのことに

よって彼女の記事が不公平になることは考

えられない。むしろ彼女の関心がこの問題を

よりよい方向に向かわせるだろうと、ちゃん

と説明している。彼女の記事が偏向している

かというと、むしろ素晴らしい記事であると

思います。そういうところまで考えて「偏向」

とは何かと考え自身で定義づけないとそも

そも偏向報道を議論することはできないと

思います。

河崎：今、ふと思い出したのが、緊急事態宣

言が発令された際にすごく売れていた本が

日経BP社から出ていた『ファクトフルネス』

なんですね。もともと、ヒットしていました

が、もう一回売れたんですよ。私、書評を書い

たりもするんですが、二年ほど前にも品切れ

になったものが新刊書棚にワッと出ていて

「あれ？」って。電車の車内貼り広告に載るく

らいもう一度売り上げを伸ばし、他社の経済

雑誌がもう一回、特集を組んだりして。でも

その取り上げられ方には独特の癖があっ

た。大丈夫、心配しなくていい、今、世の中で

怖い怖いとみんなを煽っていることは偏向

報道であると。もともと人間は悲観的な思考

をする癖があるから、今、世の中で懸念され

ているものは彼らの脳の癖によって委ねら

れているものだ、信じなくていい、大丈夫だ

みたいな単純化を雑誌上ではされるわけで

すよね。ただ、この本で取り上げているファ

クト自体の正しさも問われています。ですか

ら、一種のカルチャー本というか、自己啓発

本みたいな雰囲気の延長上にこの本はあっ

た。結論があるとすれば、ファクトは一つで

はなくて、それを唱えている人にとっては

ファクトなのかもしれない。客観的視点だっ

て様々な角度がありますし、人間も社会も

三次元の奥行きがあるわけじゃないすか。

佐々木：コロナ禍で、SNS上では様々な情報が

飛び交っています。最近では、大統領選関連で

メディアの偏向報道について興味があります。

以前、ニュースを見ていた時にバイデン氏の

紹介の時はヒーローのようなBGMが流れる

一方、トランプ氏の紹介では悪役のような登

場の仕方でした。これは偏っていませんか？

常見：古田さん、「偏向報道が多いのでは？」

という佐々木さんの考えについてどう思い

ますか？

古田：よい視点だと思いますが、そもそも、報

道とは何だろうかということから考えなけ

ればなりません。僕がシンガポールにいた時

の話です。シンガポールには政府系のバック

アップを受けている新聞があります。その新

聞では伝統的に与党の候補の写真が大き

かったのですが、ここ数年でやっと与党と野

党の写真が同じぐらいのサイズになりまし

た。以前の状態は明らかに中立だとは言え

ないですね。

今回の大統領選においてアメリカの報道機

関がファクトチェックに取り組んでいました。

トランプさんは過去の政治家では考えられ

ないほど大量の嘘の発言をしていたことが

わかりました。ここでバイデンさんとトラン

プさんを比べてみましょう。もちろん、バイデ

ンさんも発言がすべて正確とは限りません。

では、ここでメディアが公平を期するために、

バイデンさん、トランプさんの正確ではない

発言を5つずつ紹介するとします。これは公

平と言えるのでしょうか。僕は違うと思いま

す。もし、バイデンさんが5つ、正確ではない

発言をしていて、トランプさんがその10倍の

数の嘘をついていたら、嘘の発言の数はバイ

デンさんが5で、トランプさんが50だったと

報道するのが、客観的で正しいと思います。

でも、このような背景を知らなければ、なぜ

トランプさんの方が嘘の数が多いかのよう

に報道されるのかと思えてしまいますよね。

だから、その報道が偏向報道かどうかを見極

めるのには、まず自分に知識が必要です。こ

れは非常に難しいことです。すべての報道に

おいて、視聴者側に深く広い知識を求めるの

は不可能に近いです。どうしたらバックグラ

ウンドや、コンテキストを含めて報道できる

のかということが今、議論されているんです。

一方で、本当に偏向している報道もあるんで

すよね。これもまた問題です。「本当に偏向し

ている報道」と、偏向しているわけではない

けれどBGMなどの演出で「偏向しているよ

うに見える」報道がある。これを分けて考え

でも報道の正確さなんてものは大分メディア

も自覚的にやっていた気がするんですよ。読

む側もどのメディアを情報摂取の対象とする

か選択することで、自分たちなりのバランス

をとっていたような気がするんですね。あえ

て偏向の方を選ぶ人も中にはいると思いま

す。でもそれを恐らく学生はちゃんと理解し

て、肌感覚として理解できていたんだろうな

と感じるんです。大人たちはファクトか否か

を理屈で判断しようとしますけれど、別に自

分がメディアを選ぶ時に何が信頼できそうか

嗅ぎ分ける嗅覚とか、ほかの人たちはこの人

を批判するけど私はこの人に対して共感す

るみたいな自分軸を持っているわけじゃな

いですか。だから佐々木さんだって私はトラ

ンプ派ですと主張することが出来るわけです

よね、たぶん周りから色々言われると思いま

すけれども。私たちの時代って割と正解が一

つだったんですよ。ものすごい受験世代なん

で一番人口が多い世代。だから今の学生を見

ると、正解がないっていうことをこの子たち

はやっているんだなー、それは自由だなーと

いう風に私なんかは思う。正解からの自由。

もちろんそこには責任が伴いますけれど、

それをこの子たちは手に入れた気がします。

それが良い変化。

誰ならそのファクトを「正しい」と判断できる

のか。

古田：ファクトチェック関連の団体の理事を

していますし、関連したイベントにも登壇し

ておりますが、おっしゃる通り、昔から難しい

んですよ。何を事実とするのか。新聞に載る

情報でいうと、いまの天気予報は、極めて精

度が高い、正確なものを出せるんですよね。

絶対、間違えないもので言うと昨日、終わっ

た野球の試合結果がそうです。「昨日の、巨人

対広島は、巨人が勝ちました」などがそうで

すね。厳然たるファクトです。ただ、様々な方

向から見たら、見え方が変わるファクトって

それはそれであるのですよね。例えば、「トラ

ンプさんは悪人です」みたいなものです。そ

れファクトですか？いやいや、100％非の打

ちどころがない悪人なんてこの世にいない

からとか、トランプさんだって良いことやっ

たって言えるという所はあるのですよ。

100％客観的に正しいものと、見え方によっ

て判断が分かれるものを切り分ける必要が

あります。

河崎：政治的な問題も2016年にトランプが

大統領になって以降、特にメディアにおける

ファクトって何だろうという所に、意識が

行った気がするんですね。今回のコロナ報道

常見：正しいってことは何なのかっていうこ

とで、それは、正確なのか正義なのかってい

うことであって、特に報道の場合は正確のこ

とを正しいというはずなのに、いつの間にか

書き手も受け手も正義の話をしてないかと

いう所ってあるじゃないですか。何が正しい

のか、それをちゃんと判断できる記事だとか

文脈だとか教養だとか、そういうようなイン

プットが非常に大事だなと思いました。

税所：大学生の時に、バングラデシュのグラ

ミン銀行がすごく成果を上げているというこ

とで、とにかく華々しい成果が本にたくさん

書いてありました。「たくさんの女性たちを

救った」、「現地でいろんなインパクトを起こ

している」という報道を日本で見て、大学の

友人たちとバングラデシュを訪ねて村人に

話を聞くと、「借金がかさんで夜逃げせざる

を得なくなった村人もいる」ということだっ

たりして。現地に行って話を聞かないとわか

らないんだという経験をしました。何が正し

いかを見極めるためには出来るだけ現地に

行って話を聞くことがいいだろうと思う一方

で、今は海外に行きづらいから、その辺はど

うするのかなっていうことを、佐々木さん世

代は考えているだろうなと思います。

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直

報道とは
何か？
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なければ議論が無茶苦茶になります。

今朝、ツイートしたのですが、アメリカのロー

カル紙が発達障害についての連載を始めた

んですね。この記事を書いている女性記者は

自身にダウン症の娘さんがいることを書き

ました。障害がある子を持つ記者が書いてい

る記事は、バイアスがかかり、偏向して報道

しているのではないかと不安に思う読者が

いたらしいんです。そのローカル紙はそれに

関して説明をする記事を出しました。

なぜ我々はこの企画に取り組むのかと。最後

の文章が感動的でした。この企画が始まった

のは、この女性記者がこの問題に興味があ

るからだと。なぜならこの記事は彼女の家族

に関する話であるから。我々はそのことに

よって彼女の記事が不公平になることは考

えられない。むしろ彼女の関心がこの問題を

よりよい方向に向かわせるだろうと、ちゃん

と説明している。彼女の記事が偏向している

かというと、むしろ素晴らしい記事であると

思います。そういうところまで考えて「偏向」

とは何かと考え自身で定義づけないとそも

そも偏向報道を議論することはできないと

思います。

河崎：今、ふと思い出したのが、緊急事態宣

言が発令された際にすごく売れていた本が

日経BP社から出ていた『ファクトフルネス』

なんですね。もともと、ヒットしていました

が、もう一回売れたんですよ。私、書評を書い

たりもするんですが、二年ほど前にも品切れ

になったものが新刊書棚にワッと出ていて

「あれ？」って。電車の車内貼り広告に載るく

らいもう一度売り上げを伸ばし、他社の経済

雑誌がもう一回、特集を組んだりして。でも

その取り上げられ方には独特の癖があっ

た。大丈夫、心配しなくていい、今、世の中で

怖い怖いとみんなを煽っていることは偏向

報道であると。もともと人間は悲観的な思考

をする癖があるから、今、世の中で懸念され

ているものは彼らの脳の癖によって委ねら

れているものだ、信じなくていい、大丈夫だ

みたいな単純化を雑誌上ではされるわけで

すよね。ただ、この本で取り上げているファ

クト自体の正しさも問われています。ですか

ら、一種のカルチャー本というか、自己啓発

本みたいな雰囲気の延長上にこの本はあっ

た。結論があるとすれば、ファクトは一つで

はなくて、それを唱えている人にとっては

ファクトなのかもしれない。客観的視点だっ

て様々な角度がありますし、人間も社会も

三次元の奥行きがあるわけじゃないすか。

佐々木：コロナ禍で、SNS上では様々な情報が

飛び交っています。最近では、大統領選関連で

メディアの偏向報道について興味があります。

以前、ニュースを見ていた時にバイデン氏の

紹介の時はヒーローのようなBGMが流れる

一方、トランプ氏の紹介では悪役のような登

場の仕方でした。これは偏っていませんか？

常見：古田さん、「偏向報道が多いのでは？」

という佐々木さんの考えについてどう思い

ますか？

古田：よい視点だと思いますが、そもそも、報

道とは何だろうかということから考えなけ

ればなりません。僕がシンガポールにいた時

の話です。シンガポールには政府系のバック

アップを受けている新聞があります。その新

聞では伝統的に与党の候補の写真が大き

かったのですが、ここ数年でやっと与党と野

党の写真が同じぐらいのサイズになりまし

た。以前の状態は明らかに中立だとは言え

ないですね。

今回の大統領選においてアメリカの報道機

関がファクトチェックに取り組んでいました。

トランプさんは過去の政治家では考えられ

ないほど大量の嘘の発言をしていたことが

わかりました。ここでバイデンさんとトラン

プさんを比べてみましょう。もちろん、バイデ

ンさんも発言がすべて正確とは限りません。

では、ここでメディアが公平を期するために、

バイデンさん、トランプさんの正確ではない

発言を5つずつ紹介するとします。これは公

平と言えるのでしょうか。僕は違うと思いま

す。もし、バイデンさんが5つ、正確ではない

発言をしていて、トランプさんがその10倍の

数の嘘をついていたら、嘘の発言の数はバイ

デンさんが5で、トランプさんが50だったと

報道するのが、客観的で正しいと思います。

でも、このような背景を知らなければ、なぜ

トランプさんの方が嘘の数が多いかのよう

に報道されるのかと思えてしまいますよね。

だから、その報道が偏向報道かどうかを見極

めるのには、まず自分に知識が必要です。こ

れは非常に難しいことです。すべての報道に

おいて、視聴者側に深く広い知識を求めるの

は不可能に近いです。どうしたらバックグラ

ウンドや、コンテキストを含めて報道できる

のかということが今、議論されているんです。

一方で、本当に偏向している報道もあるんで

すよね。これもまた問題です。「本当に偏向し

ている報道」と、偏向しているわけではない

けれどBGMなどの演出で「偏向しているよ

うに見える」報道がある。これを分けて考え

でも報道の正確さなんてものは大分メディア

も自覚的にやっていた気がするんですよ。読

む側もどのメディアを情報摂取の対象とする

か選択することで、自分たちなりのバランス

をとっていたような気がするんですね。あえ

て偏向の方を選ぶ人も中にはいると思いま

す。でもそれを恐らく学生はちゃんと理解し

て、肌感覚として理解できていたんだろうな

と感じるんです。大人たちはファクトか否か

を理屈で判断しようとしますけれど、別に自

分がメディアを選ぶ時に何が信頼できそうか

嗅ぎ分ける嗅覚とか、ほかの人たちはこの人

を批判するけど私はこの人に対して共感す

るみたいな自分軸を持っているわけじゃな

いですか。だから佐々木さんだって私はトラ

ンプ派ですと主張することが出来るわけです

よね、たぶん周りから色々言われると思いま

すけれども。私たちの時代って割と正解が一

つだったんですよ。ものすごい受験世代なん

で一番人口が多い世代。だから今の学生を見

ると、正解がないっていうことをこの子たち

はやっているんだなー、それは自由だなーと

いう風に私なんかは思う。正解からの自由。

もちろんそこには責任が伴いますけれど、

それをこの子たちは手に入れた気がします。

それが良い変化。

誰ならそのファクトを「正しい」と判断できる

のか。

古田：ファクトチェック関連の団体の理事を

していますし、関連したイベントにも登壇し

ておりますが、おっしゃる通り、昔から難しい

んですよ。何を事実とするのか。新聞に載る

情報でいうと、いまの天気予報は、極めて精

度が高い、正確なものを出せるんですよね。

絶対、間違えないもので言うと昨日、終わっ

た野球の試合結果がそうです。「昨日の、巨人

対広島は、巨人が勝ちました」などがそうで

すね。厳然たるファクトです。ただ、様々な方

向から見たら、見え方が変わるファクトって

それはそれであるのですよね。例えば、「トラ

ンプさんは悪人です」みたいなものです。そ

れファクトですか？いやいや、100％非の打

ちどころがない悪人なんてこの世にいない

からとか、トランプさんだって良いことやっ

たって言えるという所はあるのですよ。

100％客観的に正しいものと、見え方によっ

て判断が分かれるものを切り分ける必要が

あります。

河崎：政治的な問題も2016年にトランプが

大統領になって以降、特にメディアにおける

ファクトって何だろうという所に、意識が

行った気がするんですね。今回のコロナ報道

常見：正しいってことは何なのかっていうこ

とで、それは、正確なのか正義なのかってい

うことであって、特に報道の場合は正確のこ

とを正しいというはずなのに、いつの間にか

書き手も受け手も正義の話をしてないかと

いう所ってあるじゃないですか。何が正しい

のか、それをちゃんと判断できる記事だとか

文脈だとか教養だとか、そういうようなイン

プットが非常に大事だなと思いました。

税所：大学生の時に、バングラデシュのグラ

ミン銀行がすごく成果を上げているというこ

とで、とにかく華々しい成果が本にたくさん

書いてありました。「たくさんの女性たちを

救った」、「現地でいろんなインパクトを起こ

している」という報道を日本で見て、大学の

友人たちとバングラデシュを訪ねて村人に

話を聞くと、「借金がかさんで夜逃げせざる

を得なくなった村人もいる」ということだっ

たりして。現地に行って話を聞かないとわか

らないんだという経験をしました。何が正し

いかを見極めるためには出来るだけ現地に

行って話を聞くことがいいだろうと思う一方

で、今は海外に行きづらいから、その辺はど

うするのかなっていうことを、佐々木さん世

代は考えているだろうなと思います。

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直

報道とは
何か？
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オンライン授業で孤独を感じる
学生が増えた？

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ
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作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直

言ってるんですけど、彼女は「孤独と孤立と孤

絶がある」と言っていて、孤立というのは一人

ぼっちで、孤絶というのはさらに社会から迫害

されたような状況。でも、孤独、一人であるとい

うことは、自分と対話する時間を持ってるとい

うことだから、孤独は非常に豊かな時間なので

ある、と。僕も、授業の時間以外は図書館にこ

もっていて一人ぼっちだったわけですよ。寂し

いけど、散々自分と対話したり、何百年前の本

の著者と対話をしたので、今考えるとあの時間

がすごく素晴らしかったし、一人でいても全然

寂しくないんですよね。

常見：確かに。自分と対話をしているかを問わ

れると、大人たちも考えてしまいますよね。

河崎：こっち側にいるいかにも「リア充」っぽい

ベラベラ喋るこの人たちも、若い時代だけでな

く今もいっぱい孤独な時間を持って、いっぱい

自分と対話していると思いますよ（笑）。そう

じゃなかったら、言葉が生まれてくるわけない

んだから。だけど、それはそれとして、「自分は

人前に立って不特定多数に向かって発信する

んだ」ということを役割として背負っているだ

け。やはり自分との対話がない人は、有効な言

葉を持たないです。

常見：質問が届きました。「現代の日本社会は、

戦後の焼け野原の後に求められた豊かさに代

わる社会共通の目標を失っているのではない

か。今の日本社会はなにを目指しているのか」

古田：戦後、都市部は本当に焼け野原になって

320万人を失って、復興するしかなかったわ

けですよ。だからみんな、がむしゃらになった

わけですよね。そこから少しづつ復興が進み、

高度成長期に入り、そこでもがむしゃらに富

を求めるしかなかった。実際の社会のインフ

ラストラクチャーは欧米社会が長年積みあげ

てきたものとは差があって、だからバブルが崩

壊した時に失われた30年が始まってしまった

わけですよね。じゃあ、今の時代に国として、

国家として何を目指すんですか？僕は無いと

思うんですよ。同時に、なんて素晴らしいんだ

と思うんですね。無いのだから、自分で見つけ

ればいいんですよ。当時はそんな暇すらなく

て、「夢を考える暇があったら働け」という時

代だったわけですよね。あなたにとってどちら

が幸せな社会なんですか？と問われた時に、

「目標を与えられた方が自分は頑張れる」とい

う人もいるかもしれないけど、そうでないの

であれば、自分で探せばいいじゃないです

かって思いますね。

ていて。「孤独だよね」って言い合える人がい

ればもう孤独じゃない。だから、「孤独だよ

ね」って言ったらいいと思います。

常見：Twitterで、「春から〇〇大生」というハッ

シュタグをつけて、入学する前から繋がってい

た、みたいなことがここ数年で起きていて、

Twitterで在校生やＯＢ・OGからアドバイスをも

らうという繋がりがありますよね。運営スタッ

フの岩倉桃代が手をあげていますね。

岩倉桃代：私もネットでのうろつき方が分から

なくて。親から、「ケータイなどを使うときは個

人情報に気を付けて」と言われたり、インスタグ

ラムを始めるにも、「高校に入ってからじゃな

いとダメ」と言われて。自分を守ることと、ネッ

トで何かを始めなきゃという思いが両方あっ

て、どうしたらいいんでしょうか？

古田：発信元を書いていないメディアは見な

いのが一番です。ネットで知り合うことは、常

に危険性があると考えておくことが重要だと

思います。

あと、孤独に関して言わせてもらいたいんです

けど、さきほど「学生だったら何をするか？」と

いう議論で丸山眞男を紹介したじゃないです

か。丸山眞男の『自己内対話』という本は、彼の

日記を教え子たちがまとめた本ですけど、彼は

その中で「国際交流よりも国内交流を」、「国内

交流よりも人格内交流を」と言っています。どん

なに他の人と交流したり、海外の人と交流して

も、自分と対話をしないと考えは深まらないと

言っているんですね。これと似たことを、ハン

ナ・アーレントというとても有名な哲学者も

佐々木：コロナ禍の中ですが、特に孤独を感じ

てはいなくて、むしろオンライン授業が分から

ないから友だちとLINE通話をしながら授業を

受けています。

常見：なるほど、横でつながっているというこ

とね。

佐々木：問題を共有できたことで、元から一緒

にいた友達との仲が深まったと思う。

常見：じゃあ、「友達のいない学生はどうする

んだろう？」とか、「やっぱりこれって、できる

人を前提にして話してる？」みたいな話にも

なると思いますが、彼らはどうすればいいんで

しょうね？

高橋：ネット上の話でいうなら、「うろつくこ

と」を上手くなることがこれからの時代で重

要だと思っています。僕は外をうろついていろ

んな人と会うタイプだったから、「どうしたら

ネットでうろつけるんだろう？」ということを

最近、考えています。一つは発信。ＳＮＳをはじ

めとするツールでいろんなものを世に出す。

記事でもなんでも。オンライン上でも「生きて

ますよ」という生体反応を見せるんです。する

と、誰か一人でも気が付く。自分が作ったもの

を見て共感してくれる人は必ずいるはずなの

で、自分が好きな事を世の中に投げてみるこ

とがすごくおすすめです。思わぬところで誰か

が自分を見つけてくれて、出会って、Zoomで

おしゃべりして、友達になれるかもしれない

し、旅行するかもしれない。そういうことが起

きるだろうと思います。あと、「寂しいよね」っ

て言い合える寂しい友達がいればいいと思っ
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学生が増えた？

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ
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く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな
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現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ
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作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ
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じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ
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たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ
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いものが生まれるのではないかと思います。
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創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ
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切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。
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いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ
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と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ
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ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア
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ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直

言ってるんですけど、彼女は「孤独と孤立と孤

絶がある」と言っていて、孤立というのは一人

ぼっちで、孤絶というのはさらに社会から迫害

されたような状況。でも、孤独、一人であるとい
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うことだから、孤独は非常に豊かな時間なので

ある、と。僕も、授業の時間以外は図書館にこ

もっていて一人ぼっちだったわけですよ。寂し

いけど、散々自分と対話したり、何百年前の本

の著者と対話をしたので、今考えるとあの時間

がすごく素晴らしかったし、一人でいても全然

寂しくないんですよね。

常見：確かに。自分と対話をしているかを問わ

れると、大人たちも考えてしまいますよね。

河崎：こっち側にいるいかにも「リア充」っぽい

ベラベラ喋るこの人たちも、若い時代だけでな

く今もいっぱい孤独な時間を持って、いっぱい

自分と対話していると思いますよ（笑）。そう

じゃなかったら、言葉が生まれてくるわけない

んだから。だけど、それはそれとして、「自分は

人前に立って不特定多数に向かって発信する

んだ」ということを役割として背負っているだ

け。やはり自分との対話がない人は、有効な言

葉を持たないです。

常見：質問が届きました。「現代の日本社会は、

戦後の焼け野原の後に求められた豊かさに代

わる社会共通の目標を失っているのではない

か。今の日本社会はなにを目指しているのか」

古田：戦後、都市部は本当に焼け野原になって

320万人を失って、復興するしかなかったわ

けですよ。だからみんな、がむしゃらになった

わけですよね。そこから少しづつ復興が進み、

高度成長期に入り、そこでもがむしゃらに富

を求めるしかなかった。実際の社会のインフ

ラストラクチャーは欧米社会が長年積みあげ

てきたものとは差があって、だからバブルが崩

壊した時に失われた30年が始まってしまった

わけですよね。じゃあ、今の時代に国として、

国家として何を目指すんですか？僕は無いと

思うんですよ。同時に、なんて素晴らしいんだ

と思うんですね。無いのだから、自分で見つけ

ればいいんですよ。当時はそんな暇すらなく

て、「夢を考える暇があったら働け」という時

代だったわけですよね。あなたにとってどちら

が幸せな社会なんですか？と問われた時に、

「目標を与えられた方が自分は頑張れる」とい

う人もいるかもしれないけど、そうでないの

であれば、自分で探せばいいじゃないです

かって思いますね。

ていて。「孤独だよね」って言い合える人がい

ればもう孤独じゃない。だから、「孤独だよ

ね」って言ったらいいと思います。

常見：Twitterで、「春から〇〇大生」というハッ

シュタグをつけて、入学する前から繋がってい

た、みたいなことがここ数年で起きていて、

Twitterで在校生やＯＢ・OGからアドバイスをも

らうという繋がりがありますよね。運営スタッ

フの岩倉桃代が手をあげていますね。

岩倉桃代：私もネットでのうろつき方が分から

なくて。親から、「ケータイなどを使うときは個

人情報に気を付けて」と言われたり、インスタグ

ラムを始めるにも、「高校に入ってからじゃな

いとダメ」と言われて。自分を守ることと、ネッ

トで何かを始めなきゃという思いが両方あっ

て、どうしたらいいんでしょうか？

古田：発信元を書いていないメディアは見な

いのが一番です。ネットで知り合うことは、常

に危険性があると考えておくことが重要だと

思います。

あと、孤独に関して言わせてもらいたいんです

けど、さきほど「学生だったら何をするか？」と

いう議論で丸山眞男を紹介したじゃないです

か。丸山眞男の『自己内対話』という本は、彼の

日記を教え子たちがまとめた本ですけど、彼は

その中で「国際交流よりも国内交流を」、「国内

交流よりも人格内交流を」と言っています。どん

なに他の人と交流したり、海外の人と交流して

も、自分と対話をしないと考えは深まらないと

言っているんですね。これと似たことを、ハン

ナ・アーレントというとても有名な哲学者も

佐々木：コロナ禍の中ですが、特に孤独を感じ

てはいなくて、むしろオンライン授業が分から

ないから友だちとLINE通話をしながら授業を

受けています。

常見：なるほど、横でつながっているというこ

とね。

佐々木：問題を共有できたことで、元から一緒

にいた友達との仲が深まったと思う。

常見：じゃあ、「友達のいない学生はどうする

んだろう？」とか、「やっぱりこれって、できる

人を前提にして話してる？」みたいな話にも

なると思いますが、彼らはどうすればいいんで

しょうね？

高橋：ネット上の話でいうなら、「うろつくこ

と」を上手くなることがこれからの時代で重

要だと思っています。僕は外をうろついていろ

んな人と会うタイプだったから、「どうしたら

ネットでうろつけるんだろう？」ということを

最近、考えています。一つは発信。ＳＮＳをはじ

めとするツールでいろんなものを世に出す。

記事でもなんでも。オンライン上でも「生きて

ますよ」という生体反応を見せるんです。する

と、誰か一人でも気が付く。自分が作ったもの

を見て共感してくれる人は必ずいるはずなの

で、自分が好きな事を世の中に投げてみるこ

とがすごくおすすめです。思わぬところで誰か

が自分を見つけてくれて、出会って、Zoomで

おしゃべりして、友達になれるかもしれない

し、旅行するかもしれない。そういうことが起

きるだろうと思います。あと、「寂しいよね」っ

て言い合える寂しい友達がいればいいと思っ
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最後に、視聴者のみなさんに
エールを！

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

REPORT

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直

河崎：あなたたちロックダウン世代を全肯定するというのが、私のふわっと

した結論になったんですけども。私は、朝の番組でコメンテーターをしてい

ますが、ちょうど今、米国大統領選の結果が出るタイミングだったのでデモ

クラシーや民主主義についてもう一度勉強しようと思って、昨日、本を読ん

でいたんです。それで素晴らしいなと思ったのが、デモクラシーという言葉

の原義（「デモ」＝民衆、「クラシー」＝支配で、民衆による支配）で考えるな

らば、いま民主主義が瓦解しているのは仕方がないことだと。なぜなら、民

衆自体がかつての民衆ではなくなっているのだから。民衆は多様化し、細分

化している。ニーズが変わっているこの時代に2大政党制でやっているあの

国自体がアップデートできていないんだ、という話が書いてあって、確かに

そうだなと。だから、価値観の多様化が当然認められているという部分で

は、あなたたち今の世代はむしろ幸せなんじゃないかな？25年前の私だっ

たら、こんな感じの学生生活をしたかったんじゃないかな？と羨ましくも感

じています。

税所：僕が学生の頃はNPOを立ち上げる時に、クラウドファンディングと

か先輩たちがお金を借してくれるとか、金銭以外のいろんなサポートを

大人の世代から頂きました。だから、ロックダウン世代の人たちがやりた

いことがあったら、それに関係する知り合いやクラウドファンディングの

ことが分かるので、ぜひ加勢したいですね。相談に乗りたいし、応援した

いと思います。

高橋：僕は人とコミュニケーションを取ってこなくて、大学に入って変わろう

と思って2年間落語をやったけど、1回もウケなかった。すべり続けて2年、

そして、3年目に自虐ネタをやったらちょっとウケて。「人を笑わせることが

人生の全て」と思っておもちゃを作る仕事に就いたんです。でも、やりたいこ

とを見つけるのって難しくて、人生のヒントは自分の弱点や悩み、コンプ

レックス、欠点にあると思っているんですよね。だから、それらを解決した

いという気持ちで見つけていく方法もあるし、今の時代で大変なことが

いっぱいあるのだとしたら、「自分たちでこうしたい！」っていう気持ちが人

生を切り拓くとも思う。そんなふうに悩みを味方につけていったらいいん

じゃないかなと思います。

古田：僕はロスト・ジェネレーション。でも、ロスジェネ世代って呼ばれるこ

とが本当に嫌いで、「俺は何も奪われてない」ってずっと思っているから、み

なさんも「〇〇世代」と括られても「いや、なにも関係ねぇし」っていうぐら

いに強く生きてもらいたいと思います。

実はロスト・ジェネレーションって、僕らの世代じゃなくて元ネタがあるん

ですよ。欧米で使われた言葉で、第1次世界大戦時代に青春期を送った世

代、20世紀初頭の1900年代の人たちをロスト・ジェネレーションって言

うんですよね。代表的な作家にアーネスト・ヘミングウェイがいますが、彼の

『誰がために鐘は鳴る』という小説はスペイン内戦をテーマにしたもので、

その中に出てくる「世界はすばらしい。戦う価値がある。」という一節がす

ごく好きなんです。学生の頃にそれを読んで、「よし、戦おう」と思って、ずっ

と戦っているつもりなんですけど。なので、世の中って汚いし、ムカつくこと

が多いんですけど、同時に素晴らしいし、だからこそ戦う価値があるのか

なと思うので頑張ってください。

佐々木：今日一番質問したかった内容は、「私たちロックダウン世代を一番

苦しめている要因はなんですか？」だったのですが、今回のイベントを通し

て、河崎さんがおっしゃっていたように民衆の形は違っているし、古田さん

がおっしゃっていたように昔の世代が今の世代を同じように扱ってはいけ

ない、ということが分かりました。つまり、価値観の多様化が進んでいて、孤

独は一見悲しいことに思えますが、今の孤独を利用して今の自分を見つめ

直す時間なのだと。国際教養学部では海外と触れ合う機会があって、自分

の国を紹介するという時に自分のことがまず紹介できないという課題が

あるんですね。その点で、私たちの学部と繋がる部分があったし、私たちを

一番苦しめてるのは私たち自身。考え方の違いなんだなということが分か

りました。

常見：ありがとうございます。僕からも一言いうなら、「楽しむことをさぼ

るな」と。あと、「青春を自粛するな」ということ。もっと言うと、「恥ずかし

いことを恥ずかしがるな」ということですね。実は、最近、母親が膝の手術

をして。介護をしなくてはならなくなりました。今は、地元の北海道もコロ

ナ感染が拡大して面会に行けません。この時期に家も買って、すさまじい

借金を背負ってるし、子どももまだまだ育てないといけないんですけど、

今が最高に楽しいって言い切れるんですよ。「楽しむことをさぼらな

い」っていう姿勢が精神論に聞こえてしまうかもしれないけど大事だと

思うし、一方でちゃんと弱みをさらけ出して、助けてもらうことも大事で

す。ありがとうございました。

YELL

　ふと、学生時代のことを思い出した。1995年、大学3年生の頃に私は

「朝まで生テレビ」の観覧に行った。昔も今も、同番組は会場に大学生を呼

んでいる。

　私の理解度が低かったのかもしれないが、噛み合わない議論、納得感の

ない主張に怒りがこみ上げてきた。観覧席の学生からの意見を聞くコー

ナーがあり、私は手をあげ発言した。大御所の論客、西部邁さんに噛み付

いたのだった。約10分間、私と西部邁さんのバトルが放送された。仲裁に

入ったのは、その後、番組やイベントで共演することになる社会学者宮台

真司先生だった。その番組には、国際教養学部初代学部長の宮崎緑先生

も出演していた。奇妙な縁である。

　完全に「若気の至り」である。しかも、この「放送事故」のようなやり取り

はYou Tubeに投稿されており、まさか四半世紀を過ぎたあとで見るとは

思わなかった。ただ、言い訳するわけではないが、極めて大学生っぽい出

来事ではなかったか。自由、可能性、多様性、これがキーワードだ。

　通っていた大学の入学式で、当時の学長だった歴史学者の阿部謹也先

生は「大学生は誰にでも会うことができる」と言った。実際、その通りだと

思う。「大学生」である立場を利用すれば、誰にでも会えてしまう。どんな場

所にでも行くことができる。何か新しいムーブメントを起こすことだってで

きる。世界的に新型コロナウイルスショックが猛威をふるっているが、大

学生であることを自粛してはいけないし、自由をサボってはいけない。

　今回のイベントは、学生スタッフは直前の会場設営、リハーサルまで一

切、対面で会うことがなかった。事前の打ち合わせはもちろん、登壇者へ

の依頼、事前インタビューもすべてオンラインだ。スタッフたちは自粛も萎

縮もせず、自由な発想で、精力的にイベントを準備した。今、大学生である

ことを楽しみきったのではないか。

　登壇者の皆さんには感謝しかない。大変にお忙しい中に、時間をつくっ

てくれたこともそうだが、徹頭徹尾、学生を子供扱いせず、真剣に向き合っ

てくれたことに感謝したい。

　思えば、私が朝ナマでやらかした1995年は阪神淡路大震災、地下鉄サ

リン事件の年だ。何かが終わるような、始まるようなそんな時代だった。

悲しみと不安もあったが、何かが始まるような熱い想い、より包み隠さず

言うならば、熱狂のようなものがあった。教え子たちからも、今までの学

生にはない「熱」を感じる。それがよいかたちになったのが、このイベント

ではなかったか。

　この熱が大学をこえて伝わり、何かを変えますように。コロナ禍の今だ

からこそ、大学生は自由であることをサボってはいけないのだ。

大学生は、自由であることを
サボってはいけない

抄録 寄稿（常見陽平）
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最後に、視聴者のみなさんに
エールを！

スにいる著者に会いに行くのは難しいのです

が、Zoomだったら結構簡単に繋がれるし、著

者も佐々木さんのような若い世代に読んでほ

しいと思っているから、30人くらい友達を集め

てZoomで招待すれば、喜んで参加してくれる

と思うんですよ。そういう意味ではすごくポジ

ティブな変化かなと思います。

高橋：リアルエンタメの渇望感がめっちゃ高

まったことは、未来に向けて良い状況かなと

思っています。コロナ禍でZoom飲み会がすご

く流行って、「もうZoomでいいじゃん」ってな

りかけて。僕も職業柄、「これはまずいな」って

気持ちと、「チャンスだな」って気持ちが半々

でZoomで遊ぶゲームやおもちゃをガンガン

常見：今、若者にとって良い変化があるとした

ら何ですか？

税所：さきほど古田さんが、「昔の人の本も面白

い」っておっしゃったじゃないですか。僕は、今、

現役で生きている人の本を読んで「これは面白

い！」と思ったら、会いに行くことをある種の日

課みたいにしています。大学生くらいの時に始

めたことですが、今の時代だからこそ会いやす

いのではないかと。極端な話、アメリカやイギリ

REPORT

作ったんですよね。例えば、カードを出し合っ

て遊ぶみたいなことをやって盛り上がったの

ですが、割とあっという間に「やっぱり会いた

いね」ってみんなが言い出して。昨今、『鬼滅の

刃』があれほどヒットしたのも、映画を観に行

きたかったっていう気持ちが大きな要因だっ

たと思うんです。おもちゃ業界の話で言うと、

ミニ四駆やベイブレードなどのアナログゲー

ムって、今まで何回も「もうおしまいだ」って言

われてきた歴史があります。最初にニンテン

ドーDSが大ブレイクした時も「ボタンを押せ

ば魔法が打てるのだから、もう子供たちはリ

アルなおもちゃの価値を分からなくなるよ」

と何回も言ったんだけど、リアルホビーとゲー

ムの価値はずっと上下していて。どこかで必ず

ゲームの価値は落ちて、ソーシャルゲームの

価値も落ちて、またベイブレードが復活するみ

たいなことを繰り返していて。

まさに、リアルなおもちゃへの渇望感とか、そ

れを目の当たりにした子供たちが熱狂すると

いうことが起きているわけです。だから、今

後、大人も巻き込む時が必ず来ると思ってい

るんですよね、会って遊びたいとか。僕たちは

今ここからオンラインでのエンタメを考える

じゃない。だって、それしかないんだから。

私の若い頃も同じで、阪神淡路大震災で神戸

が全部崩れて「かわいそうね」と言う人もいた

し、ボランティア活動やNPOの在り方が一気

に加速するなどのいろいろなことがあったけ

れど、人と比べてもしょうがない。それしかな

いのだから、あるもので頑張るしかないん

じゃないかと思う。だから、今のあなたたちの

在り方でいいと思うし、「考えている」というこ

とを上の世代として誇りに思う。具体的にあな

たたちが必要とすることにサポートをしてい

きたいと思っています。

常見：肯定してあげることも一つの答えです

ね。00年代に若者論、さらには若者劣化論が

出て、「それは嘘だ」という反論もあり。やっぱ

りそれぞれの良さがあるし、とんでもなく新し

いものが生まれるのではないかと思います。

河崎：私が大学に入学したとき、その学校は

創立４年目くらいでしたが、とても良かったの

が、「とにかく面白いことだけはやろう」みた

いな変人が集まっていた。そして、その中から

いろんな企業が生まれました。そんなガラガ

ラポンな、何が出るか分からない雰囲気を私

は嫌いじゃないし、どんな精密な教育プログ

ラムを与えても人は育たないと思う。だから、

むしろ私はこのロックダウン世代が羨ましく

て。みんな勉強なんかしないで、ゲームやり放

題でも、音楽聞き放題でも、なんでもいい。そ

こから得た知見、自分が本当にそれが好きだ

と分かった感覚は超尊いですよ。

常見：ある意味、そこで結構前のめりになれ

て、「結構楽しめてるじゃん」、「劣っているわ

けないじゃん」ということに気づくという。

接会って話したいよね」って改めて気づくじゃ

ないですか。だから、一緒にいられる時間を大

切にするし、久しぶりに会ったら「あー良かっ

たねー」って話になるし。そういう温もりもさ

らに伝わるようになって。そういう面では本

当に良かったんじゃないかと思います。

常見：ここで視聴者の方から質問がきていま

す。先ほど河崎さんの「正解を探さないといけ

ない時代から、正解のない時代になった…」と

いうような発言に対して、「親や学校が正解を

与えてきたのにいきなり自由にしていいです

よ、というのは難しいのでは？」というご意見

ですが、河崎さんいかがでしょうか？

河崎：私が親や学校から正解を与えられて教

育されてきたと言っていたのは、今の学生で

はなく、もっと上の世代、私たちの世代のこと

ですね。今二十歳前後くらいの子たちは課題

や問題を解決する能力にフォーカスした教育

を受けてきたから、まずは自分で問題自体を

探してくる。それに対する考えも自分で考える

という教育を受けているはずだから、正解は

与えられていません。私は「自由にしていいで

すよ」と言っているのではなくて、この子たち

が自立的に「正解というのは自分で決めるん

だ」ということに気が付いたんだね、と指摘し

たわけです。ですから、「あなたたちに教える

ことは何もないから、自分で考えなさい」と突

き放しているのとはちょっと違いますね。すべ

ての金銭的サポートが公的なものである限り、

借金を膨らましたり、先送りしたりすることに

過ぎないのが政治の基本なので、金銭的に何

かをするというより、私が若者にできるのは全

肯定ですかね。それこそ「ロックダウン世代

で、いいじゃん」ではないけど、それでいい

のもアリかもしれないけど、就活で「もうITだ

な」とか、「正解はネットの世界だ」みたいなこ

とを思わないで、やりたいことをやるのが良い

と思うし、これからやるんだったらリアルエン

タメかなって思っていますね。Zoomのライブ

配信や有料配信、Zoom演劇なども、すごいイ

ノベーションだなと思います。その場所に行か

なくてもゴロゴロしながらライブを見ること

ができて、しかも、キャパを気にしなくてい

いってすごい変化だと思ったけど、結局はリア

ルなライブに立ち返って遊びの選択肢が増え

ただけだと思うから、遊びの世界においても

この一大現象をポジティブに捉えていいかも

しれないって思いますね。

古田：高橋さんのご意見に近いんですけど、み

んながまず、「オンラインでいろいろなことが

できるんだ！」と気づいたことが大変素晴らし

いと思うんですよ。僕は、2015年11月にバズ

フィードに加わりましたが、グローバル企業で

しょっちゅうNYとやり取りしないといけない

んですね。だから、そのころからオンライン会

議をやるようになっていて、Googleドキュメ

ントやGoogleスプレッドシートを東京・NYで

同時に、一緒にエディットしながら会話を進め

られることを、本当にすごいなと思っていたん

です。でも日本で会議をすると、そういうツー

ルを使っている人がほとんどいないから、

Wordを添付してやり取りが行ったり来たりに

なって…。「Googleを使えば、この3時間の作

業が5分で終わるのに」と思いながらやって

いたので、日本でもそういうことができるよう

になって本当に素晴らしいなって思うんです

よね。それと同時に、「でも、やっぱりオンライ

ンだとダメなものがあるよね」、「やっぱり直

河崎：あなたたちロックダウン世代を全肯定するというのが、私のふわっと

した結論になったんですけども。私は、朝の番組でコメンテーターをしてい

ますが、ちょうど今、米国大統領選の結果が出るタイミングだったのでデモ

クラシーや民主主義についてもう一度勉強しようと思って、昨日、本を読ん

でいたんです。それで素晴らしいなと思ったのが、デモクラシーという言葉

の原義（「デモ」＝民衆、「クラシー」＝支配で、民衆による支配）で考えるな

らば、いま民主主義が瓦解しているのは仕方がないことだと。なぜなら、民

衆自体がかつての民衆ではなくなっているのだから。民衆は多様化し、細分

化している。ニーズが変わっているこの時代に2大政党制でやっているあの

国自体がアップデートできていないんだ、という話が書いてあって、確かに

そうだなと。だから、価値観の多様化が当然認められているという部分で

は、あなたたち今の世代はむしろ幸せなんじゃないかな？25年前の私だっ

たら、こんな感じの学生生活をしたかったんじゃないかな？と羨ましくも感

じています。

税所：僕が学生の頃はNPOを立ち上げる時に、クラウドファンディングと

か先輩たちがお金を借してくれるとか、金銭以外のいろんなサポートを

大人の世代から頂きました。だから、ロックダウン世代の人たちがやりた

いことがあったら、それに関係する知り合いやクラウドファンディングの

ことが分かるので、ぜひ加勢したいですね。相談に乗りたいし、応援した

いと思います。

高橋：僕は人とコミュニケーションを取ってこなくて、大学に入って変わろう

と思って2年間落語をやったけど、1回もウケなかった。すべり続けて2年、

そして、3年目に自虐ネタをやったらちょっとウケて。「人を笑わせることが

人生の全て」と思っておもちゃを作る仕事に就いたんです。でも、やりたいこ

とを見つけるのって難しくて、人生のヒントは自分の弱点や悩み、コンプ

レックス、欠点にあると思っているんですよね。だから、それらを解決した

いという気持ちで見つけていく方法もあるし、今の時代で大変なことが

いっぱいあるのだとしたら、「自分たちでこうしたい！」っていう気持ちが人

生を切り拓くとも思う。そんなふうに悩みを味方につけていったらいいん

じゃないかなと思います。

古田：僕はロスト・ジェネレーション。でも、ロスジェネ世代って呼ばれるこ

とが本当に嫌いで、「俺は何も奪われてない」ってずっと思っているから、み

なさんも「〇〇世代」と括られても「いや、なにも関係ねぇし」っていうぐら

いに強く生きてもらいたいと思います。

実はロスト・ジェネレーションって、僕らの世代じゃなくて元ネタがあるん

ですよ。欧米で使われた言葉で、第1次世界大戦時代に青春期を送った世

代、20世紀初頭の1900年代の人たちをロスト・ジェネレーションって言

うんですよね。代表的な作家にアーネスト・ヘミングウェイがいますが、彼の

『誰がために鐘は鳴る』という小説はスペイン内戦をテーマにしたもので、

その中に出てくる「世界はすばらしい。戦う価値がある。」という一節がす

ごく好きなんです。学生の頃にそれを読んで、「よし、戦おう」と思って、ずっ

と戦っているつもりなんですけど。なので、世の中って汚いし、ムカつくこと

が多いんですけど、同時に素晴らしいし、だからこそ戦う価値があるのか

なと思うので頑張ってください。

佐々木：今日一番質問したかった内容は、「私たちロックダウン世代を一番

苦しめている要因はなんですか？」だったのですが、今回のイベントを通し

て、河崎さんがおっしゃっていたように民衆の形は違っているし、古田さん

がおっしゃっていたように昔の世代が今の世代を同じように扱ってはいけ

ない、ということが分かりました。つまり、価値観の多様化が進んでいて、孤

独は一見悲しいことに思えますが、今の孤独を利用して今の自分を見つめ

直す時間なのだと。国際教養学部では海外と触れ合う機会があって、自分

の国を紹介するという時に自分のことがまず紹介できないという課題が

あるんですね。その点で、私たちの学部と繋がる部分があったし、私たちを

一番苦しめてるのは私たち自身。考え方の違いなんだなということが分か

りました。

常見：ありがとうございます。僕からも一言いうなら、「楽しむことをさぼ

るな」と。あと、「青春を自粛するな」ということ。もっと言うと、「恥ずかし

いことを恥ずかしがるな」ということですね。実は、最近、母親が膝の手術

をして。介護をしなくてはならなくなりました。今は、地元の北海道もコロ

ナ感染が拡大して面会に行けません。この時期に家も買って、すさまじい

借金を背負ってるし、子どももまだまだ育てないといけないんですけど、

今が最高に楽しいって言い切れるんですよ。「楽しむことをさぼらな

い」っていう姿勢が精神論に聞こえてしまうかもしれないけど大事だと

思うし、一方でちゃんと弱みをさらけ出して、助けてもらうことも大事で

す。ありがとうございました。

YELL

　ふと、学生時代のことを思い出した。1995年、大学3年生の頃に私は

「朝まで生テレビ」の観覧に行った。昔も今も、同番組は会場に大学生を呼

んでいる。

　私の理解度が低かったのかもしれないが、噛み合わない議論、納得感の

ない主張に怒りがこみ上げてきた。観覧席の学生からの意見を聞くコー

ナーがあり、私は手をあげ発言した。大御所の論客、西部邁さんに噛み付

いたのだった。約10分間、私と西部邁さんのバトルが放送された。仲裁に

入ったのは、その後、番組やイベントで共演することになる社会学者宮台

真司先生だった。その番組には、国際教養学部初代学部長の宮崎緑先生

も出演していた。奇妙な縁である。

　完全に「若気の至り」である。しかも、この「放送事故」のようなやり取り

はYou Tubeに投稿されており、まさか四半世紀を過ぎたあとで見るとは

思わなかった。ただ、言い訳するわけではないが、極めて大学生っぽい出

来事ではなかったか。自由、可能性、多様性、これがキーワードだ。

　通っていた大学の入学式で、当時の学長だった歴史学者の阿部謹也先

生は「大学生は誰にでも会うことができる」と言った。実際、その通りだと

思う。「大学生」である立場を利用すれば、誰にでも会えてしまう。どんな場

所にでも行くことができる。何か新しいムーブメントを起こすことだってで

きる。世界的に新型コロナウイルスショックが猛威をふるっているが、大

学生であることを自粛してはいけないし、自由をサボってはいけない。

　今回のイベントは、学生スタッフは直前の会場設営、リハーサルまで一

切、対面で会うことがなかった。事前の打ち合わせはもちろん、登壇者へ

の依頼、事前インタビューもすべてオンラインだ。スタッフたちは自粛も萎

縮もせず、自由な発想で、精力的にイベントを準備した。今、大学生である

ことを楽しみきったのではないか。

　登壇者の皆さんには感謝しかない。大変にお忙しい中に、時間をつくっ

てくれたこともそうだが、徹頭徹尾、学生を子供扱いせず、真剣に向き合っ

てくれたことに感謝したい。

　思えば、私が朝ナマでやらかした1995年は阪神淡路大震災、地下鉄サ

リン事件の年だ。何かが終わるような、始まるようなそんな時代だった。

悲しみと不安もあったが、何かが始まるような熱い想い、より包み隠さず

言うならば、熱狂のようなものがあった。教え子たちからも、今までの学

生にはない「熱」を感じる。それがよいかたちになったのが、このイベント

ではなかったか。

　この熱が大学をこえて伝わり、何かを変えますように。コロナ禍の今だ

からこそ、大学生は自由であることをサボってはいけないのだ。

大学生は、自由であることを
サボってはいけない
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STAFF
スタッフ ロックダウン世代で、

いいじゃん。
～コロナ禍で若者をノックアウトするな～

社会人

大学生

スペシャルトーク

※ロックダウン世代とは、新型コロナウイルスの影響で、教育や就職の機会、収入を失うなどの不利益を受ける可能性のある若い世代。国際労働機関(ILO)が報告書で使用した言葉。

T A L K
EVENT
REPORT

●山田 武 教授　●常見 陽平 准教授

国際教養学部
トークイベント
プロジェクト
メンバー

1年生
●岩倉 桃代　●岩澤 有那　●大森 千聖　●工藤 瑞稀

2年生
●佐々木 陽菜

3年生
●浅川 真由　●荒 美沙紀　●宇貫 和奏　●大江 祐介
●﨑野 文太　●中尾 駿斗

教員

「ロックダウン世代」※という言葉も生まれ、大学生は今までのようにキャンパスに通うこともできず、新入社員

はいきなりリモートワークを経験するなど、将来にも不安を抱いています。もちろん、大学だけでなく、企業、家庭

の様々なルールや枠組みも変化しています。本トークイベントでは、「ロックダウン世代」の若者が希望を持つに

はどうすればいいのか？という問いについて、河崎環氏(コラムニスト)、税所篤快氏(社会起業家)、高橋晋平氏

(おもちゃ開発者)、古田大輔氏(ジャーナリスト)という多彩な4名のゲストスピーカーを招いてポジティブな変

化を議論し、建設的な提案を行いました。

新型コロナウイルスショックにより、大学生の未来はどう変わるのか？
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ロックダウン
世代で、
いいじゃん。
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